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は　じ　め　に

奈良学園高等学校 　　　　　

校　長　　松　尾　孝　司

＜本校の紹介＞
　本校は、1979 年に中高一貫の男子校として設立されました。学校は、奈良県の北西部、大和郡
山市に位置しており、矢田丘陵の山腹に広い校地（13 ヘクタール）があります。通常、高等学校
の敷地は 3ヘクタール程度ですので、3～ 4校分のスペースがあることになります。校地の中には
里山も含まれており、その恵まれた自然環境が、本校の特色ある教育活動の大きなベースとなっ
ています。
　平成 12 年度からは男女共学とし、さらに、平成 18 年度には、難関大学進学を目指す特進コー
スと医学部を目指す生徒のための医進コースの 2コースからなるコース制を導入しました。現在、
中学校４クラス、高等学校 5クラスの規模で、生徒数は約 1030 名となっています。

＜SSHの取組＞
　平成 24 年度に文部科学省からスーパーサイエンスハイスクールに指定され、6年目となり、本
年度は経過措置校として、5年間の成果を踏まえ、学校を挙げてグローバルな時代を担う科学技術
系人材の育成に取り組んできました。
　本校の SSHでは、校内の里山を生かした活動、より志の高い生徒を対象とした「SS発展コース」
の設置、卒業生のTAとしての活用などが特徴となっています。
　校内の里山をフィールドとした活動では、第 1学年の「SS 基礎」で環境保全学習を行うとともに、
課題研究や科学系部活動においても環境分野の研究を進めてきました。
　また、「SS発展コース」では、ベトナムでのサイエンス研修を課し、事前学習を十分に行った後
に現地に赴き、ハノイ工科大学、私立グエンシュ高校での研究発表などのサイエンス交流、農村
や河口域での調査・共同研究などを行っています。加えて、同コースの生徒たちは、課題研究の
英語論文を作成しています。
　さらに、本校の卒業生からなる「矢田の丘里山支援チーム」も組織化が進み、現在では構成メ
ンバーも 70 名を超え、TAとしての在校生の学習活動への支援だけでなく、このメンバーが所属
する大学等との連携も深まってきています。
　このほか、第 2・3学年の理系生徒全員が取り組む課題研究、生徒の視野を広げるための「学外
サイエンス研修」や「出前講義」の開催、長期休業を利用しての「国内研修」の実施などを通し
て大きな成果をあげることができました。これらの SSHの成果を、今後の教育活動に生かし、引
き続き科学技術系人材の育成に努めてまいりたいと考えています。
　最後になりましたが、本校 SSH事業の推進のために、御指導、御支援をいただきました運営指
導委員の先生方や関係機関の方々に心よりお礼申し上げます。
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平成29年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

第１章　研究開発実施報告（要約）

　①　研究開発課題
　　グローバルな時代を担う科学技術系人材を育成するため、3 プロジェクトを実施する。
　　（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト
　　（2）グローバルな人材育成プロジェクト
　　（3）科学教育に関するネットワークプロジェクト
　②　研究開発の概要
　（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト

　①　実験・自然体験学習の実施（全学年）
　②　学外サイエンス学習の実施（第１学年全員）
　③　科学に関する理科課題研究の実施（第 2・3 学年 SSH 系全員）
　④　第 2 学年 SS 発展コース生徒は「SS 演習」を、平成 29 年度入学生は、第 2 学年 SS 発展コースで新
　　　学校設定科目「SS 探究」を必履修
　⑤　SS 公開講座と SS 出前講義の取組（全学年）
　⑥　SS 国内研修の実施（第 2 学年希望者）
　⑦　「SS 研究チーム」や科学部等の研究体制を充実・発展
　⑧　奈良学園中学校との連携（6 年中高一貫教育の利点を生かした取組）

　（2）グローバルな人材育成プロジェクト
　①　SSH ベトナム海外研修でのサイエンス交流等（SS 発展コース　第 2 学年）
　②　学校設定科目「SS 基礎」での「学外サイエンス学習」を精選し、「Science English」では英語科教
　　　員と ALT、および理科教員の協力で科学英語理解を推進（第 1 学年全員）
　③　英語で研究論文を発表する能力の育成（SS 発展コース　第 2・3 学年）

　（3）科学教育に関するネットワークプロジェクト
　①　大学・研究機関等とのネットワークの拡充と活用
　②　卒業生の生徒支援組織「矢田の丘里山支援チーム」を活用し、在校生との交流・支援を充実・発展
　　　させるとともに、地域への発信事業の継続実施
　③　卒業生・保護者のネットワークの拡充と活用

　③　平成29年度実施規模
　　　平成 28 年度、高校には各学年に次の 3 つのコースが併存している。
　　特進コース（中学校から入学した 6 年一貫教育対象生徒、3 ～ 4 クラス）
　　医進コース（同様に、6 年一貫教育対象の医学部医学科を目指す生徒、1 クラス）
　　理数コース（高校から入学した生徒、1 ～ 2 クラス）
　　（1）教育課程については、高等学校第 1 学年全員と・第 2 学年・第 3 学年の文系を除く SSH 系（理系）
　　　　生徒全員を対象とする。
　　（2）教育課程外の取組については、高等学校生徒全員を対象とする。
　　　　なお、本報告書中の奈良学園中学校との連携とは、中学校の環境研修に、高校第 2 学年 SS 発展コー
　　　　ス生徒を TA（ティーチングアシスタント）として参加させる取組を指す。
　④　研究開発内容	
　○研究計画（平成24年度　指定第１期目　第１年次）

（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　①　実験・自然体験学習の実施（第 1 学年全員）
　②　学外サイエンス学習の実施（第 1 学年全員）
　③　SS 公開講座と SS 出前講義の継続開催（全学年）
　④　科学系部活動等の充実（SS 研究チームの創設）
　⑤　奈良学園中学校との連携（6 年中高一貫教育の利点を生かした取組）

（2）グローバルな人材育成プロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　①　「SSH ベトナム海外サイエンス研修」でのサイエンス交流等（第 2 学年生徒 5 名派遣）
　②　「SS 英語」での科学的発信力の育成（第 1 学年全員）

（3）科学教育に関するネットワークプロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
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　　①　大学等とのネットワークの構築と活用
　　②　地域への発信事業「奈良学塾」の創設
　　③　卒業生・保護者のネットワークの構築と活用

　○研究計画（平成25年度　指定第1期目　第2年次）
（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　　①　実験・自然体験学習の充実（第 1 学年・第 2 学年全員）
　　②　学外サイエンス学習の充実（第 1 学年全員）
　　③　SS 公開講座と SS 出前講義の充実（全学年）
　　④　科学系部活動等の育成（SS 研究チームの活動育成）
　　⑤　奈良学園中学校との連携（6 年中高一貫教育の利点を生かした取組）
　　⑥　高校 2 年生理系生徒（150 名）を対象に「理科課題研究」の実施と「校内発表会」の実施ならびに、
　　　　全員の研究を掲載した「生徒研究論文集」の刊行。
　　⑦　高校 2 年生を対象に、新たに「SS 国内研修」を実施。
（2）グローバルな人材育成プロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　　①　英語での「理科課題研究」プレゼンテーション（第 2 学年 SSH 系生徒）
　　②　英語の「理科課題研究」論文の作成と論文集の発刊（第 2 学年 SSH 系生徒）
　　③　「SSH ベトナム海外サイエンス研修」でのサイエンス交流等（SSH 系生徒 11 名）
　　④　「SS 英語」での科学的発信力の育成（第 1 学年全員）
（3）科学教育に関するネットワークプロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　　①　大学等とのネットワークの充実と活用する。
　　②　地域への発信事業「奈良学塾」の拡充。
　　③　卒業生・保護者のネットワークの充実と活用（「奈良学園中高里山支援チーム」の支援）。
　　④　SSH 研究発表会の開催と、成果の普及。

　○研究計画（平成26年度　指定第１期目　第３年次）
（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　　①　実験・自然体験学習の充実（全学年）
　　②　学外サイエンス学習の充実（第 1 学年全員）
　　③　SS 公開講座と SS 出前講義の充実（全学年）
　　④　科学系部活動等の支援と育成（科学部と SS 研究チームの活動育成）
　　⑤　奈良学園中学校との連携（6 年中高一貫教育の利点を生かした取組）
　　⑥　高校第 2・3 学年理系生徒（151 名）を対象に「理科課題研究」の継続と「校内発表会」の実施な
　　　　らびに、全員の研究を掲載した「生徒研究論文集」の刊行を継続。
　　⑦　高校第 2 学年が対象の「SS 国内研修」に、新たな研修先を加える。
（2）グローバルな人材育成プロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　　①　英語での「理科課題研究」プレゼンテーション（SSH 系生徒 15 名）
　　②　英語の「理科課題研究」論文の作成と「生徒英語論文集 Grade 11 Scientific Research」の刊行（SSH
　　　系生徒 15 名）
　　③　「SSH ベトナム海外サイエンス研修」でのサイエンス交流等（SSH 系生徒 15 名）
　　④　「SS 英語」での科学的発信力育成の継続（第 1 学年全員）
（3）科学教育に関するネットワークプロジェクトとして以下の研究開発を実施する。
　　①　大学等とのネットワークをさらに充実させ、活用する。
　　②　地域への発信事業「奈良学塾」を継続する。
　　③　卒業生・保護者のネットワークの充実と活用。特に、SSH の OB 組織である「矢田の丘里山支援
　　　チーム」の育成と活動の支援。
　　④　SSH 研究発表会を継続開催し、成果の普及に努める。

　○研究計画（平成 27 年度　指定第１期目　第４年次）
　　①　実験・自然体験学習の充実（全学年）
　　②　学外サイエンス学習の充実（第 1 学年全員）
　　　全てのクラスで年間 4 回以上実施し、新たに神戸大学理学部、近畿大学と連携する。
　　③　環境保全実習Ⅰにおいて、本校卒業生で組織する「矢田の丘里山支援チーム」を TA（ティーチ
　　　ングアシスタント）として活用する。
　　④　「SS 英語」（第 1 学年全員）では、担当教員に加え、ネイティブスピーカーの ALT と理科教員が
　　　参加して、内容を充実する。
　　⑤　「SS 演習」（第 2 学年、SS 発展コース生徒必履修）で、英語による「理科課題研究」プレゼンテーショ
　　　ンと英語論文の作成を行い、論文集の刊行を継続する。また、「SSH ベトナム海外サイエンス研修」
　　　の準備学習もこの時間を利用して行う。1 単位の授業に英語科教員 1 名＋ ALT1 名＋ SSH 担当教員
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　　　2 名（理科）の 4 名を配置し、指導に当たる。
　　⑥　SS 公開講座と SS 出前講義の充実（全学年）
　　⑦　科学系部活動等の支援と育成（科学部と SS 研究チームの活動育成）
　　⑧　奈良学園中学校との連携（6 年中高一貫教育の利点を生かした取組）
　　　「矢田の丘里山支援チーム」と高校 2 年生 SS 発展コース生徒を TA（ティーチングアシスタント）
　　　として活用し、中学 1 年生の環境研修の支援に当たる。
　　⑨　高校第 2・3 学年 SSH 系生徒（185 名）を対象に「理科課題研究」の継続と「校内発表会」の実施
　　　ならびに、全員の研究を掲載した「生徒研究論文集」の刊行を継続する。
　　⑩　高校第 2 学年が対象の「SS 国内研修」に、新たな研修先を加える。

　○研究計画（平成28年度　指定第１期目　第５年次）
　　①　指定最終年は、SSH 中間評価、並びに前年度の見直し点を細部まで検証し、初年度からの事業総
　　　括の上に立った、SSH 指定校としての事業の完成形を目指す。また、5 年間の生徒育成の成果を検
　　　証し、卒業生の動向、並びに教員の変容も加えた最終的なまとめを行う。
　　②　教育内容の研究開発
　　　前年度の事業に対する評価と検証を受けて、本校としての SSH 教育課程とその内容の完成形を見
　　　いだす。
　　　ア　高い中間評価をいただいた校長のリーダーシップのもとで、理科課題研究の内容と質のレベル
　　　　アップを図るため、外部協力者の増員と教員の指導力の向上を目指す。
　　　イ　指定 1 期目で得られた SSH 研究開発の成果を、中学校・高等学校の生徒全員、並びに保護者・
　　　　教員と地域等へ還元していく方策の検討を行い、指定 2 期目の申請に向けて、本校が新たに進め
　　　　たいと考える研究開発構想にリンクさせていく。
　　③　教育課程外の研究開発
　　　ア　最終年にふさわしい、今までの研究開発をまとめた報告書の作成を行う。
　　　イ　5 年間の生徒育成の成果を検証し、最終的なまとめを行う。
　　　ウ　「矢田の丘里山支援チーム」等の卒業生の協力を得て、この 5 年間の SSH 事業が卒業生に与え
　　　　た効果や卒業後の進路、並びに意識の変化について追跡する。

　○研究計画（平成29年度　経過措置1年　第 1年次）
　　①　計画の重点
　　　指定の年度は、生徒と保護者に SSH 事業経過措置 1 年間指定の趣旨と実施計画を周知し、予定し
　　　ている研究開発項目の実施を滞りなく実施することを重点とする。
　　②　教育課程の研究開発
　　　学校設定科目「SS 基礎」での「学外サイエンス学習」を精選し、「Science English」では英語科教
　　　員と ALT、および理科教員の協力で科学英語理解を進める。
　　③　教育課程外の研究開発
　　　ア　「SS 公開講座」・「SS 出前講義」並びに「SS 国内研修」を精選し、継続実施する。
　　　イ　卒業生組織「矢田の丘里山支援チーム」を活用し、在校生との交流・支援を充実・発展させる
　　　　とともに、地域への発信事業を継続実施する。
　　　ウ　「SS 研究チーム」や科学部等の研究体制を充実・発展させる。

　○教育課程上の特例等特記すべき事項
　　　第 1 学年では、学校設定教科「スーパーサイエンス」の学校設定科目「SS 基礎（3 単位、「科学と
　　人間生活」代替科目）」と、「Science English（１単位、「総合的な学習の時間」代替科目）」を設定し、
　　全員の必履修とする。第 2 学年では、SSH 系生徒に学校設定科目「SS 物理」、「SS 化学」、「SS 生物」（各
　　3 単位、第 3 学年 4 単位へ継続履修）から 2 科目を選択履修させる。 
　　　SS 発展コース生徒は「SS 演習（1 単位、平成 29 年度入学生からは「SS 探究」）」を必履修。

　○平成29年度の教育課程の内容と具体的な研究事項・活動内容
（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト
　　①　実験・自然体験学習の実施（全学年）
　　　「SS 基礎」の「環境保全実習Ⅰ」を、第 1 学年を対象に複数回実施。自然と人間生活との関わりに
　　　ついて、持続可能な循環型社会の仕組みを学び、将来の科学技術系人材の基礎となる環境保全に対
　　　する素養を身につけた。この実習には里地里山環境を残している本校の環境保全研究フィールドを
　　　使い、理科教員の TA として、本校卒業生で組織した「矢田の丘里山支援チーム」の協力を得た。
　　　その他、すべての学年で理科実験を充実させた。
　　②　学外サイエンス学習の実施（第 1 学年全員）
　　　全てのクラスで年 3 回以上の「学外サイエンス学習Ⅰ・Ⅱ」を実施した。
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　　③　SS 公開講座と SS 出前講義の取組（全学年）
　　　「SS 公開講座」は、年 3 回実施し、保護者の参加者数も増やした。「SS 出前講義」は年間 6 回実施し、
　　　内容の多様化を図るため、連携する機関を増やした。
　　④　科学系部活動等の充実
　　　「SS 研究チーム」の活動を支援し、発表回数や機会、コンテストへの応募等を増やした。
　　⑤　奈良学園中学校との連携（6 年中高一貫教育の利点を生かした取組）
　　　中学校第 1 学年を対象に、年 2 回の環境研修を実施した。SS 発展コース生徒は、この研修に TA と
　　　して参加し、将来の科学技術系人材の基礎となる環境保全に対する素養を中学生に伝えることで、
　　　自らの学びを深め、コミュニケーション能力を向上させた。
　　⑥　第 2・3 学年 SSH 系生徒（135 名 29 班）対象の「課題研究」の実施
　　　理科教員 10 名と卒業生研究者 3 名、学外研究者 2 名の指導の下で、3 ～ 8 名の班ごとに自由にテー
　　　マを設定し、4 月から「課題研究」を実施した。生徒は班ごとに中間報告書をまとめた。第 3 学年の「課
　　　題研究」を「生徒研究論文集」として刊行した。第 2 学年は 2 月 7 日に校内研究発表会を行い、優
　　　秀研究は 2 月 17 日（土）の SSH 研究発表会で発表した。
　　⑦　第 2 学年生徒対象の「SS 国内研修」の実施
　　　本校の卒業生研究者の所属大学やネットワークを築いた大学等と、サイエンス交流を行う取組で、年
　　　8 回実施した。長期休業を利用して大学や研究施設を訪ね、日常では体験できない高度な宿泊実験
　　　実習を体験し、教員とも交流して、科学への関心や理解を高めた。
（2）グローバルな人材育成プロジェクト
　　①　「SSH ベトナム海外研修」を継続実施した。第 2 学年 SS 発展コース生徒 12 名をベトナム社会主
　　　義共和国へ派遣した。
　　②　「Science English」のカリキュラムを見直し、科学英語への理解と発信力を高めた。
　　③　「課題研究」の英語論文の作成（第 2 学年 SS 発展コース生徒）と英語論文集の発刊。
（3）科学教育に関するネットワークプロジェクト
　　①　大学等とのネットワークの構築と活用
　　　生徒昇降口に設置した「SSH 案内パネル」の「情報デザイン化」をさらに進めた。
　　②　地域への発信事業
　　　「奈良学塾」の年 2 回実施を継続するとともに受入人数を増やし、「矢田の丘里山支援チーム」との
　　　共催とし、科学系クラブの生徒も積極的に TA として参加した。
　　③　卒業生・保護者のネットワークの構築と活用
　　　卒業後も本校の SSH 事業に TA として帰ってくることで、持続可能な循環型の人的支援システムを
　　　形成する「矢田の丘里山支援チーム」をさらに支援し、研究者として活躍している卒業生や保護者
　　　を一体化したネットワークの構築を進めた。このネットワークをさらに拡大して大学・研究機関等
　　　とのネットワークともリンクさせて SSH 事業に活用した。
　　④　SSH 研究発表会を開催し、本校の事業成果の発信と普及を進めると共に、外部からの意見を積極
　　　的に事業に反映した。
　　⑤　学校のホームページに SSH 関連事業をすべて掲載し、「SS 公開講座」や「奈良学塾」などの開催
　　　案内や募集も含め、地域との交流窓口として活用した。

　⑤	研究開発の成果と課題（概要）
○実施による成果とその評価
（1）自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト
　　　　「学外サイエンス学習」・「SS 公開講座」・「SS 出前講義」の系億的な実施により、生徒の変容が効
　　　果的に現れてきた。
（2）グローバルな人材育成プロジェクト
　　　　「SSH ベトナム海外研修」での、英語プレゼンテーションとディスカッションの他、ベトナムで
　　　のフィールドワークを継続実施し、貴重なデータを蓄積することができた。
（3）科学教育に関するネットワークプロジェクト
　　　　大学院博士課程前期生から大学１年生までの卒業生 68 名が所属する「矢田の丘里山支援チーム」
　　　による SSH 事業支援活動が、大きな成果を上げた。

　○実施上の課題と今後の取組
　　・「課題研究」や「環境科学学習」を、高等学校３年間の取組として捉えるのではなく、中高一
　　　貫教育の利点を生かした取組として捉え直し、内容をより充実できるように、改善・発展させてい
　　　く必要がある。
　　・そのため、教育課程を見直し、より「課題発見能力」と「課題解決能力」を伸ばしていくことがで
　　　きる事業計画を立てていく。
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（別紙様式 2 − 1）
学校法人奈良学園　奈良学園高等学校　　経過措置１年　　　29　　

平成29年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題
第2章　研究開発の成果と課題

　①　研究開発の成果	
（1）＜自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト＞
　　①　第 1学年で必修の「SS 基礎（3単位）」で「学外サイエンス学習」を推進。より探究的に取り組
　　　める研修先を設定することで、生徒の満足度調査における肯定的回答も第 1期 1年目の 88.2％から
　　　5年目には 96.1％に増加し、67.0％の生徒が進路選択の時に役立ったと答えた。引率教員による事前・
　　　事後学習と、訪問機関での探究的な学びの相乗効果で、科学への興味・関心と探究心を育成するこ
　　　とができた。
　　②　持続可能な社会を構築するために必要な知識とスキルを身に付け、課題研究にも役立てるため、
　　　第 1学年の「SS 基礎」において、学校の内外で環境科学学習を推進。環境保全実習と校内棚田で
　　　の稲作実習など、協働して取り組む体験的な学習を実施した。また、常に SSH卒業生組織「矢田
　　　の丘里山支援チーム」のTA支援が得られる実習体制を構築することができた。
　　③　中学校の環境研修に、高等学校第 2学年 SS 発展コースの生徒がTAとして参加し、中学生を指
　　　導することで指導力と発信力を早期から伸ばすことができた。また、研修実施 6年間で、全教員が
　　　この環境科学学習の指導に関わる体制が整った。
　　④　第 2、3学年で、SSH（理）系生徒全員に課題研究を自由な研究テーマで課し、全員の研究を掲載
　　　した論文集を刊行した。本年度第 2学年の対象者は 135 名、29 班（在籍者の 73.4％）で、物理・化
　　　学・生物・地学・数学の分野別研究数は各 9、10、7、1、2 である。第 2学年生徒の中間評価では
　　　肯定的評価が 89.5％に達し、本校 SSH 事業の核として、生徒の探究心の育成と、課題発見能力・
　　　課題解決能力の育成に大きな役割を果たした。また、この課題研究の成果については、学会や研究
　　　発表会での積極的な発表を促し、その数は年々増加している。（昨年度発表件数14件→本年度18件）
　　⑤　SS 出前講義と SS 公開講座受講者の増加。SS出前講義の受講生徒は年間 400 名前後である。
　　　月に 1回程度、担当教員の事前指導の下で、大学の先生方の最先端の研究に触れることで、生徒の
　　　探究心の育成に役立った。
　　　　SS公開講座では、保護者の受講者数も増加して年間100名前後で、中学生と高校生が保護者と共に
　　　学び、科学への興味・関心を育成する機会となっている。
　　⑥　第 2学年対象の SS国内研修を、8箇所の研修先の協力を得て実施。特に、京都大学研修会への参
　　　加者数の増加が著しい（昨年度は初年度の 6.8 倍の 88 名が参加）。同大学への進学者数も増加して
　　　おり、進路指導部と SSH部との連携で、生徒の進路意識を高め、高度な研究体験から生徒の探究
　　　心を育成することができた。
　　⑦　科学部や SS研究チーム等の科学系部活動が各種コンクール等への参加・応募を行った。また、SS
　　　研究チーム放射線グループは、福島県に赴き、福島高校等との共同研究を継続的に実施した他、SS研
　　　究チーム生物グループの生徒の英語研究論文が海外の学会誌に掲載された。
（2）グローバルな人材育成プロジェクト
　　①　SSHベトナム海外研修を 7年間継続実施した。これまで生徒 68 名を派遣し、以下の研修プログ
　　　ラムを実施することで、生徒は積極的な交流姿勢を身に付け、人々と協働することで、グローバル
　　　マインドを身に付けることができた。さらに、コミュニケーション手段としての英語の重要性につ
　　　いて認識を深めた。
　　　〇　日越初のハノイ工科大学との高大連携並びに、環境科学研究所（京都大学地球環境学堂付置研
　　　　究施設）での英語による研究発表と交流プログラム。
　　　〇　私立グエンシュ高校との姉妹校サイエンス交流。バディ生徒との事前交流、英語による研究発
　　　　表、授業への入り込み等のプログラム。
　　　〇　ベトナム農村ナムソン村との交流と共同研究プログラム。
　　　〇　ベトナム戦争の枯れ葉剤散布で壊滅したホン河河口域のマングローブ林が、各国の支援により
　　　　復活した様子と、エビや魚の養殖場造成により再び破壊されていく現状を学習するプログラム。
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　　　〇　ベトナムへ進出している日本企業の見学や、在ベトナム日本国大使館員からの講義等で、海外
　　　　生活や海外勤務への理解を深める海外キャリア研修プログラム。
　　　〇　研修成果を他の生徒に広めるための「海外研修報告会」の開催。
　　②　第 2・3学年 SS 発展コースでは、英語による課題研究論文を作成し、英語論文作成のスキルを学
　　　んだ。4編の英語論文集を刊行し、大学の指導教員や配布先の研究者からも高い評価を得た。
（3）科学教育に関するネットワークプロジェクト
　　①　国公私立大学をはじめとする研究機関等とのネットワークを拡大した。5年間に構築した大学や
　　　研究機関・企業等のネットワーク数は、20 大学・10 研究機関・4行政機関・4企業・8NPO法人の
　　　合計 46 機関に及び、大きなネットワークを構築しつつある。特に、4企業と 8NPO法人との本校を
　　　ハブとしたネットワークにおいては、地域が抱える課題を知るとともに、生徒は多様な人々との協
　　　働を経験し、体験的な学びを深めた。
　　②　地域への発信事業である「奈良学塾」や「里山教室」では、毎年 350 名以上の小学生やその保護
　　　者の方々との交流を実現した。SSHの卒業生組織「矢田の丘里山支援チーム」と科学部生徒が中心
　　　となり、里山の案内や昆虫採集指導を行うことで、生徒は生物多様性保全の仕組みを伝える発信力
　　　を身に付けることができた。保護者へのアンケートでは、卒業生と案内生徒への満足度で、全員か
　　　ら肯定的な評価をいただき、付添教員の観察結果からも、生徒は交流事業へのモチベーションと発
　　　信力を高めることができている。
　　③　SSH卒業生組織「矢田の丘里山支援チーム」の組織化が進み、構成メンバーも 70名を超え、以下
　　　のような取組を行った。
　　　〇　TAとして、在校生の学習活動の支援。（平成 28 年度実績のべ 36 名）
　　　〇　地域交流事業「奈良学塾」や「里山教室」等での里山の案内や昆虫採集・名前調べ（同定会）の
　　　　指導（平成 28 年度実績のべ 81 名）。
　　　〇　「日本水大賞」への応募や「ユネスコ未来遺産」への申請。
　　　〇　チームのメンバーが所属する大学や大学院は 32大学に及び、このメンバーが所属する研究室と
　　　　の連携を深める取組を進めた。この結果、生徒達が先輩の研究室を訪れて、指導を乞う機会を増
　　　　やすことができ、ネットワークをさらに拡げることができた。
　　④　JSTからの助成と指導助言を得て、SSH校教員と奈良県内学校園教員対象に「学校ビオトープの
　　　構築と里地里山環境教育実践研修会」を 2日間実施した。全国からのべ 44 名の参加者を迎えて、4
　　　年間取り組んだ本校 SSH事業の成果の一部を伝達・普及した。この新たなネットワークを活用する
　　　ことで、さらに規模の大きな SSHフォーラムやシンポジウムへの発展が期待できる。
　　⑤　各事業の終了後速やかに事業概要をホームページに掲出し、成果の普及を図った。
（4）課題研究実施状況と成果
　　対象生徒　SSH（理）系生徒全員（第 2・3学年生徒の約 75％）
　　仮　　説　第 2学年の理系選択生徒に対して、学校設定科目「SS化学」・「SS 物理」・「SS 生物」から
　　　　　　　2科目（高校 2・3年生継続履修で、合計各 7単位）を必修選択とし、その中に学習指導要
　　　　　　　領の「課題研究（1単位）」の内容を加える。「課題研究」においては、自発的な姿勢で研究
　　　　　　　をやり遂げることを重視する。班単位でテーマを設定し、研究方法や研究のプロセスにつ
　　　　　　　いても試行錯誤しながら自分で考えさせ、最終的に研究論文の作成・発表に取組ませる。
　　　　　　　生徒は、「課題研究」を終えることにより、科学的な研究の発信方法を知り、班単位の取
　　　　　　　組からチームワークの大切さを学び、科学的探究心と考察力・発信力を身に付けることが
　　　　　　　できる。
　　実施方法
　　①　4月：第 2学年課題研究対象生徒（SSH系）135 名へのガイダンス
　　②　5月中間考査：実験班決め（3～ 8名程度）
　　③　6月：実験テーマ決め、および実験仮説の設定を検討（担当者　SSH部 11名＋理科教員10名、物理・
　　　化学・生物・地学の各科目で担当者決め）
　　④　7月後半の午後に一斉実験日を2日間設定。その他の実験実習日については、毎月1回統一実験日を
　　　設定。
　　⑤　9月：実験レポートの書き方研修
　　⑥　11 月末：実験中間レポート締め切り（電子ファイル、Ａ 4版 2枚）
　　⑦　2月上旬：第 2学年「課題研究中間発表会」
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　　⑧　2月中旬：本校 SSH研究発表会にて優秀研究の発表
　　⑨　第 3学年 1学期末：研究のまとめと研究論文の提出
　　⑩　第 3学年「SSH生徒研究論文集」発刊
　　⑪　8月：SSH全国生徒研究発表会
　　評　　価　「課題研究」は、「SS化学」・「SS 物理」・「SS 生物」各 7単位（2～ 3年次継続履修）のう
　　　　　　　ちの 1単位に位置づけて、第 2・3学年末の成績に組み込む。
　　検　　証
　　①　実施 4年目の取組として、大きな混乱や未提出者を出すことなく終了することができ、「SSH生徒
　　　研究論文集」を今回も発刊することができた。
　　②　課題研究配当時間については、統一実験日を設定したものの、ほぼすべての課題研究がこの期間
　　　内には終わらず、別途実験日を設けての課題研究となった。SSH運営指導委員会でも、理科教員の
　　　負担増について議論いただいており、今後の実施への課題である。
　　③　2月上旬の課題研究学年発表会を経て、優秀研究 4件を決定した。そこに SS発展コース生徒課題
　　　研究と SS研究チームの優秀研究 4件を加えた 8件から、次年度 SSH全国生徒研究発表会への推薦
　　　研究候補となる研究を 4件に絞り込み、2月中旬の本校 SSH研究発表会で 10分間＋質疑応答 5分間
　　　のプレゼンテーションを行った。
　　　　SSH研究発表会には、来賓として管理機関の奈良県地域振興部教育振興課からもご出席いただき、
　　　貴重なご指導ご助言をいただいた。
　　④　生徒アンケートでは、81％の生徒が実験が進むにつれて充実感を感じており、生徒が変容してい
　　　く様子がよく分かる。また、感想には科学論文の書き方を知ることができたことを評価する記述や、
　　　仮説→実験→結果→考察という流れが美しいと表現している記述が毎年あり、我々が設定した仮説
　　　が実証されたと評価している。

　②　研究開発の課題	
（1）＜自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト＞
　　①　すべての生徒に「探究心」と「課題発見能力」・「課題解決能力」を育成するためには、課題研究
　　　を SSH（理）系の生徒だけではなく、文系生徒にも課すことが必要である。
　　②　持続可能な社会を構築できる人材を育成するためには、京都大学が提唱する「森里海の連環学習」
　　　のような、体系化した環境科学教育を実施することが必要である。
　　③　課題研究や環境科学教育を発展させていくためには、中高一貫教育の特性を活かした、6年間を
　　　見通した視点を持つことが必要である。
　　④　第 2学年以降の課題研究を充実させるために、第 1学年で「物理基礎・化学基礎・生物基礎」の
　　　基礎 3科目の内容を学習させる教育課程を編成することが望ましい。
　　⑤　課題研究を充実させるために、生徒が研究過程を自己評価し、くり返しのスパイラル効果でステッ
　　　プアップしていくことができる評価方法の確立が必要である。
（2）＜グローバルな人材育成プロジェクト＞
　　①　グローバルマインドを育成するためには、生徒間だけではなく、地域、異年齢、外国人等、多様
　　　な人々と協働する経験を積むことが必要である。
　　②　SS発展コースの生徒においては、英語によるプレゼンテーション能力に加えて、さらにディス
　　　カッション能力を伸ばしていく取組が必要である。
（3）＜科学教育に関するネットワークプロジェクト＞
　　　第 1期で学校が構築してきた科学教育ネットワークに、生徒が主体的に参画できる方策の検討が必
　　要である。
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第３章　研究開発実施報告（本文）
＜テーマ１＞　自然科学への興味・関心・能力の向上プロジェクト

Ⅰ　学校設定科目「ＳＳ基礎」学外サイエンス学習
　適用範囲　第 1学年、3単位、全員必修
　特例内容　科学と人間生活（標準 2単位）代替科目
　開設理由　科学と人間生活の学習を土台に、生徒が基礎的な科学リテラシーを身につけ、「科学的好奇心」
　　　　　　を喚起すると共に「科学的倫理観と発信力」の育成を目指す。
　実施内容
　　　生徒が基礎的な科学リテラシーを身につける主要な取組に位置づけ、「科学的好奇心」を喚起する
　　と共に「科学的倫理観と発信力」の育成を目指す。この科目では、「科学と人間生活」の 2単位分の
　　教科学習と、体験的で発展的な実験・実習と、「学外サイエンス学習Ⅰ・Ⅱ」並びに、「環境保全実習Ⅰ」
　　を行う。
　ア　「学外サイエンス学習Ⅰ」：学校周辺や連携大学・研究機関へ足を運び、その施設設備を利用して、
　　科学全般の入門的な講義や実習を受講させる。「学外サイエンス学習Ⅰ」は年間 6回程度実施し、実
　　施に当たっては奈良という本校立地の郷土性・地域性を生かした視点を意識して授業計画を作成する。
　　この学習は、平日の午後に２時間連続の時間割を組み、バスなどを利用してクラス単位で連携大学・
　　研究機関へ移動し、学習を完了する。
　イ　「学外サイエンス学習Ⅱ」：史跡、文化財、遺物などを科学的な視点から探究する。
　　「大和学」という名称で、法隆寺・法起寺・法輪寺・中宮寺など、徒歩圏にある古刹での現地研修や
　　文化財を用いた講義も行う。地域性を生かしたカリキュラムで、郷土に対する科学的理解を深める。
　ウ　「環境保全実習Ⅰ」：自然と人間生活との関わりについて、持続可能な循環型社会の仕組みを学ぶ。
　　この実習には里地里山環境を残している本校の校内環境保全研究フィールド約 13ha を使い、本校理
　　科教員のTA（ティーチングアシスタント）として、本校卒業生で組織した「矢田の丘里山支援チーム」
　　と和歌山大学学生等の協力を得る。この結果、将来の科学技術系人材の基礎となる環境保全に対する
　　素養を身につけることができる。
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を
観

察
し

た
。

ビ
オ

ト
ー

プ
で

は
水

生
昆

虫
や

植
物

に
も

目
を

向
け

る
機

会
が

得
ら

れ
、

生
物

多
様

性
の

保
全

は
対

象
と

な
る

生
物

１
種

類
だ

け
を

守
れ

ば
よ

い
と

い
う

わ
け

で
は

な
い

こ
と

を
実

感
で

き
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
小
さ
い
施
設
で
あ
っ
た
が
、
展
示
水
槽
も
た
く
さ
ん
設
置
さ
れ
て
お
り
、
見
応
え
が
あ
っ
た
。

・
普
段
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
魚
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
都
会
に
自
然
を
保
全
し
て
い
る
場
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。

・
淀
川
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

・
外
来
生
物
で
日
本
の
生
態
系
が
崩
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
結
構
実
感
が
あ
る
。

・
日
本
特
有
の
種
は
大
切
に
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

・
卒
業
生
で
も
あ
る
講
師
の
先
生
が
「
決
断
す
る
と
き
は
い
っ
ぱ
い
悩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
た
。

・
生
物
に
は
興
味
は
な
か
っ
た
が
、
進
路
を
考
え
る
上
で
役
に
立
っ
た
。

　
検
　
証

　
実

際
に

泳
ぐ

魚
の

姿
を

見
る

こ
と

で
、

座
学

以
上

に
生

き
物

を
実

感
す

る
こ

と
が

で
き

た
よ

う
だ

。同
時

に
、

生
物

多
様

性
を

保
全

す
る

こ
と

は
、

生
物

間
の

複
雑

な
相

互
関

係
を

捉
え

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

そ
の

難
し

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
研

修
で

あ
っ

た
。

生
態

系
に

つ
い

て
学

ん
だ

こ
と

で
将

来
の

進
路

を
考

え
る

き
っ

か
け

を
得

た
生

徒
も

お
り

、
科

学
的

好
奇

心
を

呼
び

起
こ

す
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
た

。
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Ⅰ
－
３
　
神
戸
大
学
理
学
部
　
数
学
研
究
室

　
実
施
日
　

平
成

29
年

11
月

28
日

（
火

）
　
講
座
名

　
音

楽
の

数
理

　
講
　
師

　
ラ

ス
マ

ン
　

ウ
ェ

イ
ン

 先
生

（
神

戸
大

学
理

学
部

　
数

学
研

究
科

 構
造

数
理

研
究

室
）

　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

　
36

名
　
目
　
的

　
楽

器
は

基
本

音
の

他
に

「
倍

音
」

と
呼

ば
れ

る
音

を
出

す
こ

と
に

よ
っ

て
特

有
の

音
色

を
奏

で
る

が
、

楽
器

以
外

に
も

こ
の

「
倍

音
」

の
仕

組
み

で
説

明
で

き
る

色
々

な
現

象
が

あ
る

。
講

義
の

中
で

は
、

具
体

例
を

と
り

あ
げ

て
解

説
し

、
音

楽
と

数
学

の
つ

な
が

り
を

学
習

す
る

。
　
内
　
容

（
1）

弦
の

振
動

は
基

本
振

動
し

か
見

え
な

い
が

、
実

は
2

倍
振

動
や

3
倍

振
動

が
含

ま
れ

て
い

る
。

（
2）

ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

と
フ

ル
ー

ト
で

は
長

さ
が

ほ
ぼ

同
じ

だ
が

、
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
が

閉
管

で
あ

る
の

に
対

し
、

フ
ル

ー
ト

は
開

管
で

あ
る

た
め

、
基

本
音

の
振

動
数

は
フ

ル
ー

ト
の

方
が

高
い

。
（

3）
ト

ラ
ン

ペ
ッ

ト
は

バ
ル

ブ
操

作
で

管
の

長
さ

を
変

え
て

様
々

な
音

階
を

出
せ

る
仕

組
み

を
持

っ
て

い
る

が
、

一
本

の
管

だ
け

か
ら

な
る

ビ
ュ

ー
グ

ル
（

bu
gl

e
軍

用
ラ

ッ
パ

）
で

も
倍

音
の

み
の

限
ら

れ
た

音
階

で
あ

る
が

演
奏

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

4）
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

の
小

さ
な

ス
ピ

ー
カ

ー
で

は
男

性
の

低
い

声
は

再
生

さ
れ

て
い

な
い

は
ず

で
あ

る
が

、
低

い
声

に
対

応
す

る
倍

音
の

パ
タ

ー
ン

か
ら

、
脳

が
男

性
の

低
い

声
を

認
識

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
男

女
の

聞
き

分
け

が
で

き
て

い
る

。
（

5）
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

が
奏

で
る

超
低

音
を

実
現

す
る

に
は

と
て

も
長

い
パ

イ
プ

が
必

要
に

な
る

が
、（

4）
と

お
な

じ
原

理
で

超
低

音
に

対
す

る
倍

音
を

2
つ

鳴
ら

す
こ

と
に

よ
り

、
超

低
音

を
認

識
さ

せ
て

い
る

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
一
部
の
音
が
聞
こ
え
な
く
て
も
脳
が
勝
手
に
想
像
し
て
い
る
の
が

す
ご
い
と
思
っ
た
。

・
外
国
の
先
生
が
教
え
て
い
て
驚
い
た
。
日
本
語
を
話
し
な
が
ら
英
語
を
書
い
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。

・
弦
の
基
本
振
動
に
少
し
だ
け
倍
音
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
倍
音
の
音
が
多
い
ほ
ど
元
の
音
が
き
れ
い

に
聞
こ
え
る
こ
と
に
驚
い
た
。
と
て
も
興
味
を
引
か
れ
る
内
容
だ
っ
た
。

・
数
学
の
こ
と
が
音
楽
に
関
わ
っ
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。
黒
板
だ
け
の
授
業
じ
ゃ
な
く
て
、
分
か
り
や
す
か
っ

た
。

・
大
学
の
授
業
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
実
感
し
、
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
検
　
証

　
多

く
の

生
徒

が
、

数
学

と
音

楽
と

い
う

予
期

せ
ぬ

組
み

合
わ

せ
に

戸
惑

い
、

や
が

て
興

味
・

関
心

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

講
義

内
容

で
あ

り
、

感
想

か
ら

も
生

徒
の

楽
し

そ
う

な
様

子
が

伝
わ

っ
く

る
。

　
具

体
例

を
と

り
あ

げ
て

詳
し

く
解

説
し

て
い

た
だ

き
、

生
徒

達
は

興
味

を
持

っ
て

音
楽

と
数

学
の

つ
な

が
り

を
融

合
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

−
4−

Ⅰ
－
４
　
神
戸
大
学
理
学
部
素
粒
子
論
研
究
室
・
粒
子
物
理
学
研
究
室

　
実
施
日

　
9

月
21

日
（

木
）・

26
日

（
火

）、
10

月
5

日
（

木
）・

10
日

（
火

）
　
講
座
名

　
素

粒
子

と
宇

宙
　
講
　
師

　
坂

本
　

眞
人

 先
生

（
神

戸
大

学
理

学
部

物
理

学
科

 素
粒

子
論

研
究

室
）

　
　

　
　

　
藏

重
　

久
弥

 先
生

、
竹

内
　

康
雄

 先
生

、
山

﨑
　

祐
司

 先
生

、
身

内
　

賢
太

朗
 先

生
、

　
　

　
　

　
越

智
　

敦
彦

 先
生

、
鈴

木
　

　
州

 先
生

、
矢

野
　

孝
臣

 先
生

、
前

田
　

順
平

 先
生

　
　

　
　

　（
以

上
 神

戸
大

学
理

学
部

物
理

学
科

　
粒

子
物

理
学

研
究

室
）

　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

全
員

　
目
　
的

　
一

見
対

極
に

あ
る

素
粒

子
物

理
学

と
宇

宙
物

理
学

が
、

実
は

表
裏

一
体

を
な

し
て

い
る

こ
と

を
学

び
、

我
々

の
宇

宙
お

よ
び

自
然

の
基

本
法

則
に

つ
い

て
興

味
を

深
め

る
。

あ
わ

せ
て

、
テ

レ
ビ

や
新

聞
で

報
道

さ
れ

る
素

粒
子

や
宇

宙
に

関
す

る
ニ

ュ
ー

ス
を

読
み

解
く

能
力

も
養

う
。

　
内
　
容

　
前

半
は

、
坂

本
眞

人
先

生
か

ら
ご

講
義

を
頂

き
、「

相
対

性
理

論
の

不
思

議
な

世
界

」「
ブ

ラ
ッ

ク
ホ

ー
ル

の
物

理
」「

重
力

波
」

な
ど

、
多

岐
に

わ
た

り
学

習
し

た
。

　
後

半
は

、
粒

子
物

理
学

研
究

室
の

各
先

生
方

か
ら

「
暗

黒
物

質
と

X
M

A
SS

実
験

お
よ

び
N

EW
A

GE
実

験
」「

ヒ
ッ

グ
ス

粒
子

と
A

T
LA

S
実

験
」「

ス
ー

パ
ー

カ
ミ

オ
カ

ン
デ

と
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
振

動
」

な
ど

に
つ

い
て

ご
説

明
頂

く
と

と
も

に
、

実
際

に
研

究
室

を
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
。

見
学

で
は

、
素

粒
子

実
験

の
目

的
や

素
粒

子
の

検
出

原
理

、
そ

し
て

検
出

器
の

研
究

開
発

等
に

つ
い

て
学

習
し

た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
坂
本
先
生
の
お
話
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。

・
神
戸
大
学
が
ア
ト
ラ
ス
な
ど
国
際
的
な
も
の
に
協
力
し
て
い
る
の
は

知
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の
進
路
を
考
え
る
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。

・
あ
ま
り
知
ら
な
い
内
容
だ
っ
た
が
授
業
は
興
味
を
持
っ
て
聞
け
た
。

す
ご
く
お
も
し
ろ
い
内
容
だ
っ
た
。

・
普
段
の
授
業
で
は
習
わ
な
い
よ
う
な
内
容
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

・
素
粒
子
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
素
粒
子
の
こ

と
で
宇
宙
の
こ
と
が
分
か
っ
て
し
ま
う
と
聞
き
驚
い
た
。
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
最
先
端
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
の
話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

・
実
験
室
の
中
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
が
よ
か
っ
た
。

・
講
義
は
難
し
く
て
、
今
ま
で
の
自
分
の
中
の
常
識
と
は
全
く
異
な
る
考
え
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
と
て
も

興
味
深
く
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

・
将
来
の
進
路
を
決
め
る
上
で
大
い
に
役
に
立
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
を
持
て
た
の
で
、
調
べ
て
み
よ

う
と
思
う
。

　
検
　
証

　
今

年
度

も
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

や
感

想
文

か
ら

、
期

待
通

り
、

多
く

の
生

徒
が

難
し

さ
を

感
じ

た
け

れ
ど

も
興

味
・

関
心

を
深

め
る

こ
と

の
で

き
る

内
容

で
あ

り
、

6
割

以
上

の
生

徒
が

本
研

修
に

満
足

感
を

抱
い

て
い

る
こ

と
が

見
て

取
れ

る
。

ま
た

、
生

徒
た

ち
は

、
高

校
で

は
学

び
得

な
い

事
柄

や
、

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

で
話

題
と

な
っ

た
重

力
波

と
い

っ
た

最
新

の
ト

ピ
ッ

ク
に

も
目

を
向

け
る

こ
と

が
で

き
、

素
粒

子
関

連
の

科
学

ニ
ュ

ー
ス

を
読

み
解

く
お

も
し

ろ
さ

も
感

じ
て

く
れ

た
よ

う
だ

。
な

お
、

生
徒

た
ち

は
、

先
生

方
の

お
話

に
熱

心
に

耳
を

傾
け

質
問

を
投

げ
か

け
る

な
ど

の
積

極
性

も
感

じ
ら

れ
た

。本
研

修
は

、
生

徒
た

ち
の

物
理

学
へ

の
興

味
・

関
心

の
深

ま
り

と
と

も
に

、
進

路
選

択
の

上
で

も
良

い
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
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Ⅰ
－
5
　
京
都
大
学
　
工
学
研
究
科
　
桂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
実
施
日
　

第
1

回
　

平
成

29
年

10
月

26
日

（
木

）　
　

第
2

回
　

平
成

30
年

2
月

1
日

（
木

）
　
場
　
所

　
京

都
大

学
工

学
研

究
科

都
市

社
会

工
学

専
攻

地
球

資
源

学
講

座
地

殻
環

境
工

学
分

野
研

修
　
講
　
師

　
後

藤
　

忠
徳

 先
生

　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

　
第

1
回

　
37

名
　

　
第

２
回

　
39

名
　
目
　
的

　
電

気
探

査
の

技
術

の
し

く
み

と
そ

の
意

義
を

理
解

し
、

地
球

工
学

に
対

す
る

興
味

・
関

心
を

高
め

る
。

ま
た

、
大

学
の

研
究

室
の

よ
う

す
を

見
学

し
、実

際
の

学
生

・
研

究
生

が
味

わ
っ

て
い

る
研

究
の

楽
し

さ
・

奥
深

さ
を

体
感

す
る

。
　
内
　
容
　
本
校
の
卒
業
生
で
あ
る
後
藤
先
生
の
講
義
を
拝
聴
し
た
。
京
都
大
学
工

学
部
地
球
工
学
科
の
紹
介
に
始
ま
り
、
高
校
で
し
て
い
る
「
学
習
」
と
、

大
学
や
大
学
院
で
し
て
い
る
「
研
究
」
は
何
が
違
う
の
か
、
と
い
う
問
題

提
起
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
後
藤
先
生
が
研
究
テ
ー
マ
と
さ

れ
て
い
る
電
気
探
査
の
し
く
み
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
、
電
磁
波
を
利
用

し
て
、
穴
を
掘
ら
ず
と
も
地
下
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、
電
気
探
査
の
実
演
と
研
究
室
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

電
気
探
査
で
は
実
際
に
実
験
機
器
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
電
極
を
設
置
し
て
地
下
の
電
気
抵
抗
の
分
布
を
調
べ
た
。
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
か
ら
、
後
ほ
ど
講
義
室
に
て
地
下
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

の
考
察
も
行
っ
た
。
研
究
室
見
学
で
は
、
研
究
生
や
大
学
院
生
の
方
に
走

査
型
電
子
顕
微
鏡
や
Ｘ
線
回
折
装
置
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
使
い

方
を
演
示
し
て
い
た
だ
い
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
電
気
探
査
で
は
、
穴
を
掘
る
こ
と
な
く
地
下
の
よ
う
す
が
分
か
る
の
に
は

驚
い
た
。

・
研
究
室
の
設
備
が
充
実
し
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
知
ら
な
い
こ
と
を
学
べ
る

と
感
じ
た
。
自
分
の
目
指
し
て
い
る
進
路
と
は
違
っ
た
が
、興
味
深
か
っ
た
。

・
Ｘ
線
回
折
装
置
な
ど
大
き
な
機
械
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。

・
研
究
室
の
見
学
が
多
か
っ
た
の
で
、
興
味
が
湧
い
た
。

・
見
学
の
途
中
で
通
り
か
か
っ
た
別
の
実
験
室
で
大
き
な
岩
石
を
す
り
つ
ぶ

す
実
験
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
の
で
、
実
際
に
す
り
つ
ぶ
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
た
か
っ
た
。

・
も
っ
と
見
学
の
時
間
を
多
く
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
室
の
見
学
が
し

た
か
っ
た
。

　
検
　
証

　
普

段
の

座
学

と
は

異
な

り
、

大
学

・
大

学
院

の
研

究
室

の
よ

う
す

を
見

学
す

る
こ

と
で

、
将

来
の

自
分

の
姿

を
想

像
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

感
想

が
多

く
見

受
け

ら
れ

た
。

実
際

に
代

表
生

徒
は

実
験

機
器

に
触

れ
さ

せ
て

い
た

だ
く

機
会

も
与

え
ら

れ
、

将
来

を
よ

り
現

実
の

も
の

と
し

て
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

、
ま

た
、

高
校

ま
で

の
学

習
と

大
学

か
ら

の
研

究
は

違
う

も
の

だ
と

い
う

指
摘

を
受

け
た

こ
と

で
、

進
路

決
定

の
面

に
お

い
て

も
よ

り
高

い
意

識
を

も
つ

こ
と

が
で

き
、

十
分

な
成

果
を

あ
げ

た
と

い
え

る
。

−
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Ⅰ
－
６
　
京
都
府
立
大
学
　
精
華
町
農
場

　
実
施
日

　
平

成
29

年
11

月
9

日
（

木
）

　
講
座
名

　
養

液
栽

培
と

植
物

工
場

　
講
　
師

　
寺

林
　

敏
 先

生
　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

　
35

名
　
目
　
的

　
養

液
栽

培
の

歴
史

や
現

状
、

最
新

技
術

お
よ

び
植

物
工

場
に

つ
い

て
学

び
、

こ
れ

か
ら

の
農

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

　
内
　
容

　
　
１
．
講
義

　
養
液
栽
培
の
先
進
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
事
例
を
ご
講
義
い
た
だ
き
、

高
齢
化
が
進
む
日
本
の
農
業
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る
養
液
栽
培
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト

の
栽
培
な
ど
日
本
で
の
養
液
栽
培
の
実
用
例
に
も
触
れ
、
実
感
も
伴
い
な

が
ら
そ
の
現
状
を
把
握
し
た
。
ま
た
近
年
、
食
材
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
需
要
に
応
じ
る
た
め
、
農
業
と
は
直
接
関
係
の
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

が
植
物
工
場
の
設
立
に
参
入
し
て
い
る
現
状
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

。
　
　
２
．
農
場
見
学

　
果
樹
ほ
場
や
温
室
の
見
学
を
行
い
、
実
際
に
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
よ
う
す
や
、
養
液
栽
培
の
講
義
で
も
登
場
し
た
ガ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
内
で
育
て
ら
れ
て
い
る
ト
マ
ト
の
よ
う
す
な
ど
を
見
学
し
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
養
液
栽
培
と
い
う
栽
培
方
法
を
初
め
て
知
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
わ
っ

た
。
収
益
目
的
の
た
め
の
効
率
化
や
農
家
減
少
の
対
策
な
ど
、
今
後
日
本

で
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
、
教
養
と
し
て
役
に
立
っ
た
。

・
オ
ラ
ン
ダ
の
水
耕
栽
培
が
と
て
も
進
ん
で
い
て
驚
い
た
。
分
業
を
し
て
い

る
の
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。

・
日
本
で
も
、
思
っ
て
い
た
よ
り
水
耕
栽
培
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

驚
い
た
。

・
の
ど
か
で
自
由
な
研
究
室
が
よ
か
っ
た
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
没
頭
で

き
そ
う
な
環
境
だ
っ
た
。

・
講
師
の
先
生
が
話
し
上
手
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
く
聞
け
た
。

・
換
気
装
置
が
故
障
し
て
し
ま
っ
た
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ト

マ
ト
が
し
お
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
少
し
の
不
具
合
が
あ
る
だ
け
で
対
応

で
き
な
い
の
か
と
思
っ
た
。

　
検
　
証

　
自

ら
の

食
に

も
か

か
わ

っ
て

い
る

分
野

の
研

修
と

い
う

こ
と

で
、

も
と

も
と

か
ら

興
味

・
関

心
を

持
っ

て
い

る
生

徒
の

割
合

は
非

常
に

高
く

、
研

修
に

対
す

る
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

旧
来

の
農

業
と

は
異

な
る

形
で

の
養

液
栽

培
を

中
心

と
し

た
「

新
し

い
農

業
」

を
、

座
学

だ
け

で
な

く
見

学
を

す
る

こ
と

で
目

の
当

た
り

に
し

、
農

学
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
が

大
き

く
変

わ
っ

た
と

答
え

た
生

徒
も

多
か

っ
た

。
将

来
的

な
進

路
と

直
結

し
て

い
な

く
て

も
、

教
養

と
し

て
身

に
つ

け
て

お
き

た
い

と
感

じ
た

生
徒

も
多

く
お

り
、

科
学

に
対

す
る

興
味

を
引

き
出

す
こ

と
は

十
分

に
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

。
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Ⅰ
－
7
　
大
阪
教
育
大
学
　
理
科
教
育
講
座
　
物
理
・
モ
ダ
ン
物
理
研
究
室

　
実
施
日

　
平

成
29

年
11

月
14

日
（

火
）

　
講
座
名

　
様

々
な

科
学

実
験

　
講
　
師

　
モ

ダ
ン

物
性

研
究

室
の

学
生

の
皆

様
　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

　
78

名
　
目
　
的

　
手

作
り

の
実

験
装

置
を

使
っ

た
科

学
実

験
の

実
演

と
体

験
。

　
内
　
容

　
は

じ
め

に
、

清
水

崚
太

さ
ん

か
ら

科
学

館
活

動
を

行
う

意
義

や
活

動
内

容
な

ど
を

説
明

し
て

い
た

だ
い

た
。

身
近

に
科

学
館

を
体

験
し

て
も

ら
お

う
と

い
う

コ
ン

セ
プ

ト
で

、
大

学
内

に
科

学
館

を
再

現
し

た
り

、
小

･
中

･
高

校
へ

出
張

し
て

様
々

な
実

験
を

行
う

「
出

張
科

学
館

」
と

い
っ

た
活

動
紹

介
で

あ
っ

た
。

　
見

学
で

は
、

一
班

20
名

程
で

4
班

に
分

か
れ

て
4

つ
の

ブ
ー

ス
を

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
し

な
が

ら
体

験
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
。

各
ブ

ー
ス

の
内

容
は

以
下

の
通

り
。

　
①

 力
学

ブ
ー

ス
　

ク
ン

ト
の

実
験

や
固

有
振

動
の

実
験

お
よ

び
力

の
モ

ー
メ

ン
ト

　
②

 磁
石

ブ
ー

ス
　

渦
電

流
を

利
用

し
た

金
銭

仕
分

け
箱

や
金

属
の

違
い

に
よ

る
効

果
の

違
い

　
③

 光
ブ

ー
ス

　
　

LE
D

を
使

っ
た

光
通

信
や

光
発

電
　

④
 電

気
ブ

ー
ス

　
放

電
実

験
や

フ
ァ

ラ
デ

ー
ケ

ー
ジ

の
体

験
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
現
役
の
大
学
生
に
教
え
て
い
た
だ
け
た
と
い
う
な
か
な
か
な
い
経
験
を
で

き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
体
験
型
の
学
習
が
あ
れ
ば
お
も

し
ろ
い
な
と
思
う
。

・
目
に
見
え
て
分
か
る
と
い
う
点
で
実
験
は
と
て
も
教
育
に
向
い
て
い
る
と

思
っ
た
。
座
学
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

・「
教
材
」
が
本
で
は
な
く
て
、
実
際
に
実
験
を
見
せ
て
く
れ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
単
純
そ
う
な
教
材
で
も
い
ろ
ん
な
法
則
な
ど
を
つ
か
っ
て
い
て
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

・
フ
ァ
ラ
デ
ー
ケ
ー
ジ
の
ま
わ
り
を
触
る
と
き
怖
か
っ
た
。

・
教
え
て
く
れ
る
先
生
方
が
と
て
も
優
し
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
で
、
よ
り

講
義
を
楽
し
め
た
。

・
特
に
磁
石
に
よ
る
抵
抗
の
実
験
が
一
番
興
味
深
か
っ
た
。

　
検
　
証

　
高

校
１

年
生

で
は

ま
だ

習
っ

て
い

な
い

物
理

現
象

も
あ

っ
た

が
、

す
べ

て
手

作
り

の
実

験
装

置
で

し
か

も
体

験
も

さ
せ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
、

生
徒

達
は

終
始

楽
し

そ
う

に
過

ご
し

て
い

た
。

　
最

後
に

粉
塵

爆
発

の
演

示
実

験
を

見
せ

て
も

ら
い

歓
声

を
上

げ
て

い
た

。
今

回
の

研
修

は
、

身
近

で
は

あ
る

が
、

な
か

な
か

体
験

で
き

な
い

諸
現

象
を

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
大

変
有

意
義

な
も

の
で

あ
っ

た
。

　
生

徒
達

は
、

高
校

２
年

生
で

取
り

組
む

課
題

研
究

の
ヒ

ン
ト

も
た

く
さ

ん
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

、
有

意
義

な
研

究
に

な
っ

た
。

−
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Ⅰ
－
8
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

　
実
施
日

　
第

1
回

　
平

成
30

年
1

月
23

日
（

火
）　

　
第

2
回

　
平

成
30

年
1

月
25

日
（

木
）

　
講
座
名

　
考

古
学

を
科

学
す

る
　
講
　
師

　
河

崎
　

衣
美

 先
生

、
石

黒
　

勝
巳

 先
生

　
参
加
者

　
第

1
回

　
高

校
1

年
生

　
33

名
　

　
第

2
回

　
高

校
1

年
生

　
39

名
　
目
　
的

　
自

然
科

学
が

考
古

学
研

究
に

果
た

す
役

割
に

つ
い

て
理

解
し

、
研

究
活

動
の

現
場

を
見

学
す

る
。

同
時

に
、

奈
良

の
地

域
性

を
活

か
し

て
、

郷
土

に
対

す
る

科
学

的
理

解
を

深
め

る
。

　
内
　
容

　
は

じ
め

に
、河

崎
先

生
か

ら
「

考
古

学
を

科
学

す
る

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

ご
講

義
を

い
た

だ
い

た
。

考
古

学
と

は
何

か
、

文
化

財
と

は
何

か
と

い
う

話
に

始
ま

り
、

埋
蔵

遺
物

を
は

じ
め

と
す

る
文

化
財

の
調

査
・

保
存

・
修

復
に

自
然

科
学

的
な

手
法

が
欠

か
せ

な
い

こ
と

を
、

出
土

繊
維

製
品

と
壁

画
顔

料
を

対
象

に
し

た
分

析
作

業
の

解
説

を
通

し
て

明
か

さ
れ

た
。

続
い

て
、

石
黒

先
生

か
ら

宇
宙

線
ミ

ュ
ー

オ
ン

を
使

っ
た

古
墳

の
内

部
調

査
に

つ
い

て
説

明
を

い
た

だ
い

た
。

物
体

を
透

過
す

る
宇

宙
線

を
用

い
た

手
法

に
よ

っ
て

、
古

墳
を

傷
つ

け
ず

に
内

部
を

調
査

で
き

る
こ

と
を

お
話

し
て

い
た

だ
い

た
。

そ
の

後
、

研
究

所
の

先
生

方
に

、研
究

所
内

の
施

設
を

案
内

し
て

い
た

だ
い

た
。

出
土

遺
物

の
整

理
・

修
復

作
業

、
遺

物
の

計
測

・
保

存
処

理
施

設
、

ま
た

、
出

土
遺

物
の

収
蔵

庫
や

発
掘

デ
ー

タ
の

保
存

の
様

子
な

ど
を

見
学

し
た

。
最

後
に

、
修

復
を

終
え

た
遺

物
の

見
学

を
附

属
博

物
館

で
行

っ
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
様
々
な
人
の
地
道
な
努
力
が
あ
っ
て
今
の
歴
史
が
あ
る
の
だ
な
と

思
っ
た
。

・
文
化
財
は
貴
重
な
も
の
の
は
ず
な
の
に
、
置
き
場
所
が
足
り
な
い
ほ

ど
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
て
、
す
ご
い
と
思
っ
た
。

・
考
古
学
に
は
正
直
歴
史
し
か
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
ん
な
所
に
も
科
学
の
力
が
使
わ
れ
て
い
る
と
知
っ
て
驚
い

た
。

・
た
だ
文
化
財
を
分
析
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
な
る
べ
く
壊
さ
ず
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
だ
と
思
っ
た
。

・
文
化
財
の
調
査
に
は
い
く
つ
も
の
方
法
が
あ
る
と
分
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
自
然
科
学
の
知
識
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、

物
理
や
化
学
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
社
会
や
理
科
と
い
っ
た
教
科
の
枠
を
超
え
た
も
の
を
感
じ
た
。

・
遺
物
に
は
金
属
品
と
木
製
品
が
あ
り
、
特
に
木
製
品
の
保
存
に
つ
い
て
慎
重
に
扱
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
生
物
で
学
習
し

た
細
胞
壁
の
話
が
で
て
き
た
の
で
、
歴
史
と
生
物
学
が
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
検
　
証

　
人

文
科

学
系

に
属

す
る

印
象

の
強

い
考

古
学

に
お

い
て

、
自

然
科

学
の

成
果

が
そ

の
研

究
に

大
き

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

こ
と

が
よ

く
わ

か
る

講
義

で
あ

っ
た

。
生

徒
た

ち
は

自
然

科
学

の
応

用
範

囲
の

幅
広

さ
に

改
め

て
驚

い
て

い
た

。
保

存
科

学
の

現
場

で
あ

る
研

究
所

の
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
や

、
そ

の
成

果
で

あ
る

博
物

館
の

展
示

物
を

見
学

す
る

こ
と

で
、

生
徒

た
ち

は
講

義
の

内
容

を
よ

り
実

感
の

伴
う

形
で

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
。
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−
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Ⅰ
－
９
　
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館

　
実
施
日

　
平

成
30

年
2

月
1

日
（

木
）

　
講
座
名

　
文

化
財

分
野

に
お

け
る

科
学

分
析

　
講
　
師

　
青

木
　

智
史

 先
生

（
天

理
大

学
附

属
天

理
参

考
館

学
芸

員
）

　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

　
42

名
　
目
　
的

　
文

化
財

保
存

に
お

い
て

自
然

科
学

の
果

た
す

役
割

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

実
際

に
自

ら
機

器
を

操
作

し
て

、
文

化
財

の
科

学
的

な
調

査
・

分
析

に
関

す
る

基
本

的
な

実
習

を
行

う
。

　
内
　
容

　
は

じ
め

に
、

青
木

先
生

の
解

説
の

も
と

、
日

本
、

朝
鮮

半
島

、
中

国
、

オ
リ

エ
ン

ト
に

ま
た

が
る

参
考

館
所

蔵
の

考
古

資
料

、
及

び
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
た

民
俗

資
料

を
見

学
し

た
。

資
料

の
成

分
分

析
か

ら
制

作
地

域
の

推
定

や
資

料
の

復
元

が
可

能
に

な
る

こ
と

な
ど

の
お

話
を

伺
っ

た
。

続
い

て
、

文
化

財
科

学
に

関
す

る
ご

講
義

を
い

た
だ

き
、

蛍
光

Ｘ
線

分
析

法
や

赤
外

線
透

視
法

な
ど

、
文

化
財

保
存

に
お

け
る

非
破

壊
検

査
の

仕
組

み
と

そ
の

意
義

な
ど

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

そ
の

後
、

携
帯

型
蛍

光
Ｘ

線
分

析
器

を
用

い
た

資
料

の
成

分
分

析
と

、
赤

外
線

カ
メ

ラ
を

使
っ

た
透

視
を

体
験

し
、

調
査

・
分

析
の

初
歩

的
な

実
習

を
行

っ
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
今
回
の
研
修
で
文
化
財
科
学
と
い
う
も
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
自
分
は
歴

史
に
は
興
味
が
無
か
っ
た
が
、
文
化
財
の
中
身
を
調
べ
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
興
味
を
も
っ
た
。

・
一
見
何
の
関
係
も
な
さ
そ
う
な
考
古
学
と
物
理
学
で
は
あ
る
が
、
研
究
の

中
で
物
理
の
光
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

・
昔
の
物
を
色
や
絵
ま
で
詳
し
く
再
現
で
き
る
か
は
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

何
を
使
っ
て
ど
う
い
う
理
屈
で
調
べ
て
い
る
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
て
面
白
か
っ
た
。

・
科
学
に
関
わ
る
人
間
に
必
要
な
論
理
性
・
定
量
性
・
再
現
性
の
３
つ
は
、

何
か
を
学
ぶ
と
き
、
あ
る
い
は
学
問
以
外
で
も
必
要
な
力
だ
と
感
じ
た
。

・
歴
史
科
目
が
得
意
で
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
科
学
の
視
点
か
ら
歴
史
を

研
究
す
る
と
い
う
こ
と
に
非
常
に
関
心
を
も
っ
た
。

・
研
究
で
は
、
１
つ
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
多
様
な
面
か
ら
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
。

　
検
　
証

　
考

古
学

研
究

や
文

化
財

保
存

に
お

い
て

、
自

然
科

学
の

成
果

が
ど

の
よ

う
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
の

か
が

、
実

感
で

き
る

講
義

・
実

習
で

あ
っ

た
。

文
化

財
調

査
に

実
際

に
使

用
さ

れ
る

機
器

を
用

い
た

実
習

は
、

生
徒

た
ち

に
と

っ
て

文
化

財
の

科
学

分
析

に
直

接
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
体

験
で

あ
っ

た
。

出
土

遺
物

や
鉱

石
類

な
ど

、
様

々
な

現
物

資
料

を
実

際
に

手
に

取
ら

せ
て

い
た

だ
き

、
ま

た
、

生
徒

た
ち

は
先

生
に

積
極

的
に

質
問

を
投

げ
か

け
る

な
ど

、
大

変
有

意
義

な
研

修
で

あ
っ

た
と

言
え

よ
う

。

−
10
−

Ⅰ
－
1
0
　
橿
原
市
昆
虫
館

　
実
施
日

　
平

成
30

年
2

月
13

日
（

火
）

　
場
　
所

　
橿

原
市

昆
虫

館
　
講
　
師

　
中

谷
　

康
弘

 先
生

　
参
加
者

　
高

校
1

年
生

　
33

名
　
目
　
的

　
オ

オ
ゴ

マ
ダ

ラ
の

生
態

に
つ

い
て

理
解

し
、

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

か
ら

昆
虫

館
運

営
の

現
場

を
見

学
す

る
。

　
内
　
容
1．
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
幼
虫
の
飼
育
実
習

　
沖

縄
県

以
南

に
し

か
分

布
し

な
い

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
の

オ
オ

ゴ
マ

ダ
ラ

の
幼

虫
の

エ
サ

替
え

を
体

験
し

た
。

チ
ョ

ウ
の

幼
虫

に
触

れ
る

の
が

初
め

て
の

生
徒

で
も

、
中

谷
先

生
の

ご
指

導
に

よ
り

親
し

み
を

も
っ

て
触

る
こ

と
が

で
き

、
食

草
の

ホ
ウ

ラ
イ

カ
ガ

ミ
の

交
換

を
無

事
終

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

金
色

に
輝

く
さ

な
ぎ

を
拝

見
し

、
自

然
界

で
存

在
で

き
る

理
由

に
つ

い
て

解
説

し
て

い
た

だ
い

た
。

1．
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
展
示
室
の
見
学

　
昆

虫
館

の
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
と

生
態

展
示

室
の

見
学

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
。

昆
虫

の
世

話
に

関
す

る
説

明
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

一
般

の
人

が
立

ち
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
所

に
入

り
、

飼
育

の
様

子
を

見
て

回
り

、多
く

の
昆

虫
に

も
触

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。ま
た

、昆
虫

が
出

す
フ

ェ
ロ

モ
ン

を
嗅

い
だ

り
、

虫
の

鳴
き

声
を

聞
く

な
ど

、
五

感
で

昆
虫

や
植

物
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

、
大

変
有

意
義

な
学

習
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
あ
ま
り
チ
ョ
ウ
の
見
分
け
が
つ
か
な
く
、
知
識
不
足
を
感
じ
た
。
海
外

の
チ
ョ
ウ
の
標
本
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

・
金
色
の
蛹
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。
作
り
物
か
と
思
う
程
光
っ
て
い
た
。

・
館
内
に
は
た
く
さ
ん
の
昆
虫
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
正
直
虫
は
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
積
極
的
に
は
な
れ
な
か
っ

た
が
、
昆
虫
に
つ
い
て
調
べ
て
、
実
際
に
育
て
て
記
録
し
た
り
す
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
先
生
の
話
を
聞
い
て

昆
虫
の
見
方
が
変
わ
り
、
興
味
を
も
っ
た
。

・
ハ
チ
に
つ
い
て
の
話
が
面
白
か
っ
た
。
働
き
バ
チ
が
妊
娠
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
し
く
み
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。

・
普
段
、
沢
山
の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
幼
虫
を
見
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
。

・
生
き
た
昆
虫
を
展
示
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
人
の
支
え
や
デ
ー
タ
採
集
が
必
要
だ
と
知
っ
た
。

・
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
幼
虫
は
見
た
目
が
気
持
ち
悪
く
、
幼
虫
を
移
し
替
え
る
作
業
は
大
変
に
感
じ
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
、

楽
し
か
っ
た
。
少
し
だ
が
愛
着
が
わ
き
、
新
鮮
だ
っ
た
。

・
昆
虫
と
い
う
好
き
嫌
い
の
分
か
れ
る
分
野
だ
っ
た
が
、
本
当
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
実
習
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

　
検
　
証

　
昆

虫
に

対
し

て
苦

手
意

識
を

も
っ

た
生

徒
が

、
飼

育
や

施
設

見
学

を
通

し
て

興
味

を
も

っ
て

い
く

様
子

が
う

か
が

え
た

。
ま

た
珍

し
い

昆
虫

を
観

て
回

り
、

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

の
見

学
な

ど
普

段
で

き
な

い
体

験
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

の
も

、
多

く
の

生
徒

の
興

味
を

深
め

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
と

思
え

る
。

五
感

を
刺

激
す

る
体

験
で

昆
虫

に
対

す
る

理
解

が
深

ま
り

、
意

義
の

あ
る

研
修

と
な

っ
た

。
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Ⅱ　学校設定科目「ＳＳ基礎」環境保全実習Ⅰ

①校内植生調査
　日　時　第 1回　平成 29 年 6 月 20 日（火）5限
　　　　　第 2回　平成 29 年 6 月 23 日（金）3限
　場　所　本校校内　里山
　担　当　教諭　児玉　大
　　　　　教諭　原　孝博
　参加者　第 1回　高校 1年生　35 名
　　　　　第 2回　高校 1年生　40 名
　目　的　教科書でも取り上げられている「植生と多様性」について、身近な場所で調査を行うことで理解
　　　　を深める。
　内　容

学校周辺の植生調査
　校内の里山、棚田付近や学校周辺の田畑などへ行き、どのような植生となっているのかを調査した。
校内はコナラ、アカマツ、ヤマザクラなどの雑木林が多く占めていた。また、学校周辺では、スギ・ヒ
ノキの植林、竹林、水田、畑、草原が確認できた。
森林の階層構造
　校内里山における階層構造の調査を行った。高木層ではコナラ、クヌギ、ヤマザクラ、アラカシ、亜
高木層ではリョウブ、ソヨゴ、ヤブツバキ、低木層ではヒサカキ、マンリョウ、アセビが多くみられた。

　検　証
　授業で学んだ階層構造、ギャップなどを、実際の里山の植生の中で感じ取ることができ、より理解が
深まった。普段、何気なく見ていた木々も１つ１つ説明を受けながら見ていくことで、違いがわかり、
里山を身近に感じることができた。

②田植え
　日　時　第 1回　平成 29 年 6 月 20 日（火）6限
　　　　　第 2回　平成 29 年 6 月 22 日（木）5限
　　　　　第 3回　平成 29 年 6 月 22 日（木）6限
　場　所　本校校内　棚田
　担　当　教諭　児玉　大
　　　　　教諭　原　孝博
　　　　　ビオトープ施工管理士　　太田　博之さん
　参加者　第 1回　高校 1年生　35 名
　　　　　第 2回　高校 1年生　40 名
　　　　　第 3回　高校 1年生　15 名
　内　容

　校内の北の沢流域にある棚田で田植えを行った。まずは苗代についてや、苗の植え方などの説明を受
けた。本校で植えるのは「農林 22 号」という背丈の高くなる品種であることも学んだ。生徒一人一人
が交代で田んぼの中へ入って苗の植え付けを行った。生徒たちは恐る恐る裸足で田んぼの中に入って行
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き、ヌルヌルした感触や歩きにくさを実感していた。慣れない作業を実際に体験することによって、農
業の大変さを感じることができた。

③稲刈り
　日　時　平成 29 年 10 月 13 日（金）2限
　場　所　本校校内　棚田
　担　当　教諭　児玉　大
　　　　　ビオトープ施工管理士　太田　博之さん
　参加者　高校１年生　15 名
　内　容

　6月に植え付けた稲が実ったので、稲刈りを行った。鎌を使った刈り取り方法、稲の束の作り方、は
ざかけの方法を学んだ。刈り取る人、束を作る人など、役割を分担し、皆で協力して作業を終えること
ができた。
　残念ながら、今年はイノシシの食害にあい、収穫量がとても少なかった。今後、対策が必要である。
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Ⅲ　理科課題研究次年度構想

　SSH 指定第一期の成果を踏まえ、より「探求心」を育て、「課題発見能力」と「課題解決能力」を身に付
けさせるため、高校生全員を対象とした、中高６年間を見通した新たな課題研究への取組計画を報告する。

＜新しい課題研究に係る取組＞
　高等学校での生徒課題研究を「SS課題研究」と名付ける。現行の「中学校卒業論文（※）」を「SS課題研究ジュ
ニア」と位置付け、科学論文作成の基本を学んだ上で、高等学校では文系・SSH（理）系を問わず、生徒全
員がSS課題研究を行う。
　この一連の取組により、中学校入学から高等学校卒業までを視野に入れた課題研究を核に、「探究心」の育
成と、「課題発見能力」並びに「課題解決能力」を身に付けさせるとともに、「表現する力」を向上させる。

（※）中学校卒業論文
　本校では、約 20 年間にわたり、中学校第 3学年の「総合的な学習の時間」をを使って、全教員
が指導に関わる「卒業論文」の作成を実施してきた。
　研究テーマのジャンルは自由で、生徒が興味を持つテーマについての個人研究とし、その成果を
「卒業論文集」として刊行している。

①　取組の背景
　SSH指定第 1期では、高等学校第 2・3学年で実施の「課題研究」において、その規模（SSH（理）系全
員が対象。第 2・3 学年生徒の約 70％）や内容（全研究を掲載した論文集を刊行）で、一定の成果をあげ
ることができた。
　今回、第 2期を申請し、第 1期から申請
者を「奈良学園高等学校」から「奈良学園
中学校・高等学校」に変更し、中高一貫校
の特性を活かし、6年間を見通した課題研
究を計画した。

②　実施方法
　＜中学校第1学年＞
　「森里海の連環学習」を通して、広く本校
と周辺の自然環境を知り、地域の課題を理
解する「環境科学研修」を年 2回実施する。
また、中学校特別講座を年間 3回程度実施
し、科学の広い範囲からの講師招聘や研究
施設の訪問を行い、実験・実習等を通して
科学に対する好奇心や興味を芽生えさせ
る。

　＜中学校第2学年＞
　「環境科学研修」を年 2回実施し、理科
の授業の「生態系」学習と連動させた、持
続可能な循環型の社会について学ぶ。
　第１学年同様、「中学校特別講座」を年
間 3回程度、ジャンルを変えて実施するこ
とで科学に対する好奇心や興味を育てつ
つ、上級生による「SS 課題研究ジュニア
発表会」と論文集を活用して、「SS 課題研
究ジュニア」のテーマを自分自身で設定す
る手がかりを与える。
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　＜中学校第３学年＞
　1年間かけて、「SS課題研究ジュニア」に取り組む。この指導には、中学校・高等学校の全教員が当たり、
論文の書式や表現方法等を初歩から指導し、高等学校での「SS課題研究」の基本スキルを身に付けさせる。
　研究テーマのジャンルは自由で、生徒が興味を持つテーマについての個人研究とし、論文完成後は全員
の研究を掲載した「SS課題研究ジュニア」論文集を刊行する。

　＜高等学校第1学年　SS課題研究基礎期＞
　高等学校第２学年以降で取り組む「SS 課題研究」のテーマ設定と科学論文作成の基本スキルを引き続き
身に付ける基礎期間に位置付け、学校設定科目「SS 物理基礎・SS 化学基礎・SS 生物基礎」において「SS
課題研究基礎プログラム」を実施する。さらに、「SS 出前講義」や「SS 公開講座」、卒業生とのシンポジ
ウム等、科学に触れる機会を数多く設定し、大学や研究機関の研究者とも親しく交わることで科学への興味・
関心を一層高めるとともに、課題発見の能力を身に付ける。
　また、本校の「SSH研究発表会」や「SSH全国生徒研究発表会見学会」を通して研究方法や研究レベル
を知り、次年度の課題研究に備える。
　なお、高等学校から入学してくる「理数コース」の生徒については、中学校段階での指導が入っていな
いため、「SS 化学基礎（3単位、他のコースは 2単位）」において、科学的な研究の方法や論文の書き方等
についての基本スキルを養う。この指導に当たっては、「SS 課題研究ジュニア」の指導で培ったノウハウ
を活かしていく。

　＜高等学校第2学年（文系）SS課題研究実践期＞
　第 2学年文系生徒全員が、学校設定科目「文系科学探究（1単位）」において SS課題研究に取り組む。
　課題研究のテーマについては、社会現象や自然現象など幅広い分野から自由に設定させるが、課題の解
決にあたっては、収集したデータを「数学Ⅰ」で学んだ「データの分析」を活用するなど、統計的手法を
用いることとする。

　＜高等学校第2学年（SSH（理）系）　SS課題研究実践期＞
　第 2学年 SSH（理）系生徒全員が、「SS 科学探究Ⅰ（2単位）」において SS 課題研究に取り組む。テー
マは理科・数学・情報のジャンルから自由に設定する。

　＜高等学校第3学年（SSH（理）系）　SS課題研究発展期＞
　第 3学年 SSH（理）系生徒全員が、「SS科学探究Ⅱ（2単位）」において、第 2学年からの研究を継続し、
研究のまとめと発表、並びに論文集の発刊を目指す。

③　SS課題研究の体制及び指導体制等
ア　SS課題研究の体制
　研究開発目標の中にある「多様な人々と協働する」を達成するため、文系の SS課題研究は 3～ 5名のチー
　ム研究を、SSH（理）系の SS 課題研究では 3～ 8名のチーム研究を原則とする。
イ　指導体制
　文系の「文系科学探究」では公民科・数学科・情報科教員が、SSH（理）系の「SS 科学探究Ⅰ」と「SS
　科学探究Ⅱ」の各研究班には理科・数学科・情報科教員が指導教員として付き、アドバイスと評価を行う。
ウ　他科目との連携
　SS 課題研究の取組を円滑に進めるため、パワーポイントの指導とプレゼンテーションの指導を第 1学年
　必修の教科「情報」で行う。また、第 2学年の SS 発展コース学校設定科目「SS 発展」では、英語科教
　員の指導の下、SS課題研究の英語論文作成の基礎を培う。
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④　SS課題研究実施スケジュール

⑤　SS課題研究の評価
　　SS 課題研究の評価には、パフォーマンス評価法（基礎・実践・発展の 3種類のルーブリックを用いた
　自己評価＋ポートフォリオ評価＋パフォーマンス課題）を用いる。
　　ルーブリックを用いた評価と PDCAサイクルを活用したポートフォリオ評価、並びにパフォーマンス
　課題を繰り返すことで、評価の観点や項目が有機的につながり、目的とするスキルや能力を加速度的に
　向上させることができる（スパイラル（反復）効果）。
　　なお、教員及び運営指導委員においても、SS 課題研究の改善に向けた PDCAサイクルを組むことで、
　指導方法及び評価方法を不断に見直し、改善を図る。

学　年 該当科目 月 内　　　　容

第1学年
基礎段階

SS 物理基礎
SS 化学基礎
SS 生物基礎
（各 2単位、理
数コースの SS
化学基礎は 3
単位）
教科「情報」

4月～ 5月

11 月～

・SSH事業概要説明会
・学外サイエンス学習説明会
・学外サイエンス学習の実施
・類型選択と SS課題研究説明会
・「SS課題研究基礎プログラム」の実施
・プレゼンソフトの使用法の習得

第2学年
実践段階

文系科学探究
（1単位）

SS 科学探究Ⅰ
（2単位）

4月～

5月～

1月

・「文系科学探究」と「SS 科学探究Ⅰ」のガ
　イダンス
・テーマの決定と研究の準備
・統一（集中）実験日の設定
・実験レポートの書き方研修
・研究開始
・中間まとめ発表会（SSH（理）系）
・研究発表会（文系）

第3学年
発展段階

SS 科学探究Ⅱ
（2単位）

4月～

6月
8月
9月～

・第 2学年からの研究の継続と論文作成並び
　に原稿の校正
・校内「SS課題研究発表会」
・SSH全国生徒研究発表会
・「生徒課題研究論文集」発刊
・SS発展コース英語論文完成
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Ⅳ　教育課程外の取組「ＳＳ公開講座」

　科学の広い分野から最先端の研究内容や、現場の話題を提供していただき、生徒の「科学的好奇心」を触
発し、「科学的探究心」を育むことを目標とする。土曜日の午後に、2 時間以上の時間をとり、余裕のある時
間の中で実験や実習あるいはフィールドワークも含めて、全国から講師を招く。中学生と保護者も対象として、
本年度も 3 回開催した。保護者にとっては学校の活動を知る機会が増え、生徒にとっては保護者と共に学ぶ、
よい機会となっている。
　本年度 3 回の「SS 公開講座」の参加者総数は、中高生徒 309 名 ( 昨年度 289 名から漸増）、保護者 76 名で
あった。アンケートの生徒評価では、昨年度から今年度にかけて、「大いによい」～「まあまあ」の評価が昨
年度 81％→本年度 94％となっており、おおむね目的を達成している。また、本年度は、水産大学校、関西大
学、京都大学の先生方による講座を開設し、物理分野が１題、生物分野が２題の内訳であった。
　この取組による生徒の変容であるが、「今回のテーマに関して事前の知識はあったか」の問いの回答率は

「大いに」～「まあまあ」の評価が、
昨年度から本年度で 28％→ 35％
で、「受講して知識・理解は深まっ
たか」は 85％→ 95％である。また、

「目的を遂行するための姿勢に学ぶ
ところはあったか」の評価におい
て、「大いに」～「まあまあ」まで
の肯定的な評価が 96％→ 97％で
あった。このことから、受講前に
比べて未知の領域の知識量は大幅
に増え、その 3/4 強がさらに深く
学びたいと感じているという変容
を見て取ることができる。
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〔SS公開講座３回分のアンケート集計結果　回答総数309名〕
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だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ

う
で
は
な
く
、
人
と
繋
が
る
と
い
う
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
。
ま
た
、
建
築

の
た
め
の
材
料
の
研
究
を
自
ら
現
地
に
訪
れ
て
自
分
で
経
験
し
て
い
く
こ

と
が
面
白
い
と
思
っ
た
。
学
び
た
い
分
野
に
つ
い
て
も
っ
と
考
え
直
す
よ

い
機
会
に
な
っ
た
。

　
検
　
証

　
都

市
計

画
と

い
う

観
点

か
ら

建
築

を
み

る
こ

と
を

教
え

て
い

た
だ

い
た

。
ま

た
、

い
ろ

い
ろ

な
人

た
ち

と
の

出
会

い
が

学
び

、
研

究
を

豊
か

な
も

の
に

す
る

こ
と

を
生

徒
た

ち
は

学
ん

だ
よ

う
だ

。
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３
　

第
３

回
 「

竹
類

研
究

と
里

山
研

究
、

そ
し

て
地

球
環

境
学

、
森

里
海

連
環

学
へ

―
私

の
研

究
遍

歴
―

」

　
実
施
日

　
平

成
30

年
2

月
17

日
（

土
）

　
場
　
所

　
な

ら
10

0
年

会
館

　
中

ホ
ー

ル
　
講
　
師

　
柴

田
　

昌
三

 先
生

（
京

都
大

学
 地

球
環

境
学

堂
 教

授
）

　
参
加
者

　
19

7
名

　
目
　
的

　
平

成
29

年
度

本
校

SS
H

研
究

発
表

会
の

基
調

講
演

と
し

て
、

出
席

し
て

い
る

高
校

1
年

生
に

対
し

て
、

京
都

大
学

の
学

風
を

お
伝

え
い

た
だ

く
こ

と
。

そ
し

て
、

先
生

の
研

究
生

活
を

振
り

返
っ

て
い

た
だ

き
、

研
究

生
活

に
お

い
て

必
要

な
資

質
と

、
未

知
の

世
界

に
挑

戦
す

る
姿

勢
を

生
徒

が
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　
内
　
容

　
導

入
と

中
頃

ま
で

、
先

生
が

高
校

生
の

頃
か

ら
竹

類
に

魅
せ

ら
れ

た
経

緯
と

、
研

究
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

な
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
お

話
い

た
だ

い
た

。
そ

の
中

で
、あ

ら
ゆ

る
科

学
的

研
究

に
お

い
て

、常
に

考
え

さ
せ

ら
れ

る
の

は
、

人
間

の
生

活
を

優
先

さ
せ

る
と

、
ど

う
し

て
も

自
然

が
壊

れ
る

と
い

う
事

実
を

、
研

究
者

が
今

後
、

ど
の

よ
う

に
解

決
し

て
い

く
の

か
が

大
切

で
あ

る
と

い
う

お
話

を
い

た
だ

い
た

。
　

後
半

は
、

研
究

生
活

に
限

ら
ず

、
何

か
を

一
生

懸
命

に
長

く
や

り
続

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

、
最

初
か

ら
計

画
ば

か
り

作
ろ

う
と

し
て

い
る

と
、

計
画

の
た

め
の

計
画

に
な

っ
て

し
ま

い
、

や
ろ

う
と

し
て

い
る

こ
と

の
本

質
か

ら
逸

脱
し

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

こ
と

、
一

つ
自

分
の

武
器

（
専

門
）

を
持

つ
こ

と
で

様
々

な
場

面
で

応
用

が
利

く
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
、

貴
重

な
お

話
を

い
た

だ
い

た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
、
身
近
な
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
は
、
本
当
に

大
事
だ
と
思
っ
た
。

・
子
ど
も
の
頃
の
経
験
や
興
味
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
役
に
立
つ
の
が
す

ご
い
と
思
っ
た
。
自
分
も
大
切
に
し
た
い
。

・
全
く
知
ら
な
い
世
界
の
話
だ
っ
た
の
で
、最
初
の
方
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
聞
い
て
い
る
う
ち
に
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
。

・
森
里
海
の
連
環
に
つ
い
て
、
植
林
と
魚
の
数
の
相
関
が
興
味
深
か
っ
た
。

・
竹
は
花
が
咲
い
た
後
に
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

・
サ
サ
の
花
は
48
年
に
一
度
し
か
咲
か
な
い
と
聞
い
て
、
自
然
の
す
ご
さ
を

知
っ
た
。

　
検
　
証

　
多

く
の

生
徒

が
タ

ケ
の

生
態

に
驚

き
、

先
生

の
お

話
に

魅
入

ら
れ

て
い

っ
た

。
知

ら
な

い
こ

と
を

知
る

楽
し

さ
と

、
疑

問
を

突
き

詰
め

て
い

く
科

学
者

の
姿

に
サ

イ
エ

ン
ス

の
魅

力
を

感
じ

た
生

徒
も

多
く

、
得

る
も

の
の

多
い

ご
講

演
で

あ
っ

た
。



−22−

Ⅴ　教育課程外の取組「ＳＳ出前講義」

　「SS 出前講義」は近傍の国立大学である大阪教育大学や奈良女子大学、奈良教育大学、京都大学、同志社
大学等との連携講座で、平成 22 年度から「大学サイエンス出前講義」という名称で始め、平日の放課後に
90 分程度の出張講義を年間 7 回実施した。
　昨年度から本年度の「SS 出前講義」の参加者は、生徒 402 名→ 396 名で、平日の授業終了後の参加者数と
してはほぼ安定してきている。年度末のアンケートの生徒評価では、昨年度から今年度にかけて、「満足でき
たか」の問に「大いに」～「まあまあ」の評価が 93％→ 96％とほぼ変わらず、高い値を維持している。
　この取組は、講義を受講するだけで完結するのではなく、受講した後も生徒が講師を訪ねて質問をしたり、
課題研究やクラブでの指導を仰ぐなど、「科学的探究心」を育成するための、密度の濃い連携に発展させる。
　この取組による生徒の変容であるが、「今回のテーマに関して事前の知識はあったか」の問いの回答率は

「大いに」～「まあまあ」の評価が、昨年度から本年度で 36％→ 40％で、「受講して知識・理解は深まったか」
は 91％→ 94％と、ほとんど変わ
らず高い値で推移している。また、

「今後さらに深く学びたいと思う
か」の評価において、「大いに」
～「まあまあ」までの肯定的な評
価が 77％→ 74％であった。この
ことから、「SS 公開講座」と同じ
く、受講前に比べて未知の領域の
知識量は大幅に増えているが、深
く学びたいと感じる変容幅が前年
よりやや小さくなっていることが
見て取れる。次年度への課題とし
たい。
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１
　
第
１
回
　
Ｓ
Ｓ
出
前
講
義

　
実
施
日

　
平

成
29

年
9

月
14

日
（

木
）

　
演
　
題

　
｢生

命
活

動
の

担
い

手
『

酵
素

』
に

つ
い

て
｣

　
講
　
師

　
川

村
　

三
志

夫
 先

生
（

大
阪

教
育

大
学

）
　
参
加
者

　
35

名
（

1
年

24
名

　
2

年
11

名
）

　
目
　
的

　
酵

素
に

つ
い

て
、

そ
の

特
性

と
生

命
活

動
を

支
え

る
働

き
の

重
要

性
を

理
解

し
、

さ
ら

に
、

研
究

成
果

の
利

用
事

例
を

学
ぶ

こ
と

で
、

科
学

の
営

み
が

波
及

す
る

領
域

の
広

さ
に

つ
い

て
認

識
す

る
。

　
内
　
容

　
酵

素
と

酵
母

の
相

違
を

話
の

入
り

口
に

、
酵

素
が

タ
ン

パ
ク

質
か

ら
成

る
高

性
能

な
触

媒
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

幅
広

く
講

義
さ

れ
た

。
生

体
内

化
学

反
応

で
あ

る
代

謝
に

お
い

て
酵

素
が

果
た

す
役

割
の

重
要

性
を

指
摘

さ
れ

、
化

学
触

媒
と

の
比

較
に

触
れ

な
が

ら
、

触
媒

と
し

て
の

高
機

能
を

実
現

す
る

酵
素

が
有

す
る

反
応

機
構

の
特

徴
を

明
ら

か
に

さ
れ

た
。

ま
た

、
酵

素
を

含
む

タ
ン

パ
ク

質
の

代
謝

回
転

や
、

酵
素

の
多

様
性

、
命

名
法

と
分

類
、

さ
ら

に
は

、
酵

素
と

遺
伝

子
の

関
係

に
ま

で
、

広
範

に
渡

る
話

題
を

取
り

上
げ

て
解

説
さ

れ
た

。
ま

た
、

酵
素

の
産

業
利

用
や

医
療

へ
の

応
用

に
つ

い
て

も
言

及
さ

れ
た

。
講

義
後

に
は

、
生

徒
か

ら
の

質
問

に
一

つ
一

つ
に

丁
寧

に
答

え
て

く
だ

さ
っ

た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
酵
素
は
直
接
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い

の
で
、
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
酵
素
が
私
た
ち
の
体
内
で
様
々
な
働

き
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
今
後
の
応
用
が

期
待
で
き
る
研
究
分
野
だ
と
思
っ
た
。

・
化
学
触
媒
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
酵
素
の

高
性
能
ぶ
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
酵
素
の
種
類
と
利
用
法
の
多
さ
や
、
そ

の
複
雑
な
構
造
な
ど
の
話
を
興
味
深
く
伺
っ
た
。

・
生
物
基
礎
で
習
っ
た
こ
と
か
ら
大
学
レ
ベ
ル
の
専

門
的
な
内
容
ま
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

・
生
物
の
授
業
で
は
、代
謝
は
「
生
体
内
の
化
学
反
応
」
と
し
て
同
化
と
異
化
の
側
面
か
ら
学
ん
だ
が
、酵
素
の
観
点
か
ら
様
々

な
興
味
深
い
話
が
聞
け
た
。

・
酵
素
が
医
療
や
食
品
産
業
な
ど
の
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
日
常
生
活
に
関
連
し
た
身
近
な
話
で
興
味
深

か
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
利
用
が
さ
れ
て
ゆ
く
の
か
に
興
味
が
湧
き
、
将
来
そ
の
よ
う
な
研
究
に
携
わ
り
た

い
と
思
っ
た
。

・「
エ
セ
科
学
」
の
話
は
初
め
て
聞
く
内
容
で
面
白
か
っ
た
。
オ
ゾ
ン
や
水
素
水
の
効
果
と
い
っ
た
、
科
学
的
な
根
拠
が
は
っ

き
り
し
な
い
話
が
私
た
ち
の
生
活
に
も
入
り
込
ん
で
い
て
、
他
に
も
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
が
気
に
な
っ
た
。

　
検
　
証

　
普

段
意

識
さ

れ
る

こ
と

の
少

な
い

酵
素

に
つ

い
て

、
そ

の
働

き
の

重
要

性
と

機
構

の
精

緻
さ

を
知

り
、

生
徒

た
ち

は
生

命
活

動
の

精
妙

さ
に

感
心

し
た

よ
う

で
あ

る
。

ま
た

、
講

義
後

の
質

問
に

対
す

る
丁

寧
な

ご
回

答
は

、
生

徒
の

興
味

・
関

心
を

深
め

た
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
出

前
講

義
に

お
け

る
質

問
の

機
会

が
、

受
講

後
の

知
識

の
整

理
と

さ
ら

な
る

学
び

へ
の

意
欲

に
つ

な
が

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
再

確
認

し
た

。

〔ＳＳ出前講義のアンケート集計結果〕
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２
　
第
２
回
　
Ｓ
Ｓ
出
前
講
義

　
実
施
日

　
平

成
29

年
9

月
28

日
（

木
）

　
演
　
題

　
｢イ

オ
ン

と
分

子
を

つ
な

ぐ
結

合
｣

　
講
　
師

　
久

保
埜

　
公

二
 先

生
（

大
阪

教
育

大
学

）
　
参
加
者

　
42

名
（

1
年

42
名

）
　
目
　
的

　
化

学
結

合
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
こ

と
で

、
高

校
で

の
学

習
が

大
学

で
の

先
端

的
な

研
究

や
実

生
活

へ
の

幅
広

い
応

用
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
を

学
ぶ

。
　
内
　
容

　
ま

ず
、

分
子

と
イ

オ
ン

の
違

い
に

つ
い

て
の

説
明

に
続

き
、

化
学

結
合

に
つ

い
て

様
々

な
種

類
の

結
合

方
法

を
解

説
さ

れ
、

物
質

の
化

学
的

な
性

質
が

原
子

の
組

み
合

わ
せ

と
結

合
の

在
り

方
に

深
く

関
係

し
て

い
る

こ
と

を
指

摘
さ

れ
た

。
そ

の
う

え
で

、
配

位
結

合
と

金
属

錯
体

を
取

り
上

げ
、

そ
の

実
例

と
抗

が
ん

剤
な

ど
医

薬
品

へ
の

応
用

な
ど

に
つ

い
て

詳
し

く
解

説
さ

れ
た

。
さ

ら
に

、
分

子
間

水
素

結
合

を
有

す
る

化
合

物
（

超
分

子
）

の
構

造
と

機
能

に
つ

い
て

も
触

れ
、

現
在

取
り

組
ま

れ
て

い
る

金
属

錯
体

と
超

分
子

に
関

す
る

研
究

を
紹

介
さ

れ
た

。
ま

た
、

講
義

の
中

で
、

生
徒

の
配

位
結

合
へ

の
理

解
を

助
け

る
た

め
、

加
熱

に
よ

る
変

色
を

確
か

め
る

実
験

を
実

演
さ

れ
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
授
業
で
学
習
し
た
配
位
結
合
や
水
素
結
合
に
つ
い

て
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
曖

昧
だ
っ
た
知
識
が
明
確
に
な
っ
た
。
化
学
結
合
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
授
業
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
少

し
難
し
か
っ
た
が
、
大
学
レ
ベ
ル
の
研
究
の
話
や

目
の
前
で
行
わ
れ
た
実
験
に
大
い
に
満
足
し
た
。

実
験
は
講
義
内
容
の
理
解
の
助
け
に
な
っ
た
。

・
結
合
の
話
は
化
学
の
範
囲
に
止
ま
ら
ず
、
D
N
A

な
ど
の
生
物
で
学
習
す
る
内
容
と
も
関
連
し
て
い

て
、
そ
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
水
の
有
無
や
温
度
に
よ
っ
て
生
じ
る
塩
化
コ
バ
ル
ト
の
色
の
変
化
が
、
結
合
の
仕
方
に
由
来
す
る
こ
と
が
興
味
深
か
っ
た
。

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
利
用
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
も
関
心
を
持
っ
た
。

・
化
学
結
合
に
関
す
る
知
識
や
技
術
が
、
配
位
結
合
・
金
属
錯
体
の
製
薬
へ
の
応
用
や
、
蛍
光
ア
ニ
オ
ン
プ
ロ
ー
ブ
の
環
境

保
全
・
自
然
保
護
へ
の
利
用
に
つ
な
が
る
な
ど
、
自
然
科
学
の
研
究
成
果
が
私
た
ち
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
。

・
講
義
の
内
容
は
現
在
志
望
す
る
分
野
と
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
研
究
成
果
の
応
用
が
広
い
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
進
路
選
択
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
っ
た
。
研
究
者
と
し
て
世
の
中
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
講
師
先
生
の
姿
勢

に
触
れ
て
、
自
分
も
そ
の
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
。

　
検
　
証

　
高

校
で

学
ぶ

化
学

結
合

の
知

識
か

ら
大

学
で

の
研

究
内

容
に

ま
で

連
続

的
に

話
が

進
み

、
生

徒
に

と
っ

て
高

校
で

の
学

習
が

大
学

で
の

研
究

に
つ

な
が

る
こ

と
を

実
感

で
き

る
講

義
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
生

徒
の

関
心

を
引

き
付

け
、

理
解

を
助

け
る

も
の

と
し

て
、

実
験

・
実

習
の

重
要

性
を

再
認

識
さ

せ
ら

れ
た

。
科

学
研

究
の

社
会

的
意

義
に

対
す

る
研

究
者

の
思

い
を

生
徒

た
ち

は
受

け
取

っ
て

い
た

よ
う

に
思

う
。

−
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３
　
第
３
回
　
Ｓ
Ｓ
出
前
講
義

　
実
施
日

　
平

成
29

年
11

月
13

日
（

月
）

　
演
　
題

　
｢衛

生
学

・
公

衆
衛

生
学

の
視

点
か

ら
考

え
る

健
康

と
は

｣
　
講
　
師

　
永

井
　

由
美

子
 先

生
（

大
阪

教
育

大
学

）
　
参
加
者

　
66

名
（

1
年

66
名

）
　
目
　
的

　
医

学
の

中
で

も
、

特
に

我
々

の
日

常
生

活
と

関
わ

り
の

深
い

衛
生

学
・

公
衆

衛
生

学
の

重
要

性
を

改
め

て
認

識
す

る
と

と
も

に
、

少
子

高
齢

化
社

会
に

お
け

る
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

　
内
　
容

　
最

初
に

医
学

全
体

に
お

け
る

衛
生

学
・

公
衆

衛
生

学
の

位
置

づ
け

や
、

両
者

の
関

係
と

そ
の

歴
史

に
触

れ
、

さ
ら

に
「

健
康

」
と

は
い

か
な

る
状

態
を

指
す

か
に

つ
い

て
W

H
O

オ
タ

ワ
憲

章
や

日
本

国
憲

法
な

ど
に

言
及

し
て

解
説

さ
れ

た
。

さ
ら

に
平

均
寿

命
と

健
康

寿
命

の
違

い
に

つ
い

て
明

ら
か

に
し

、「
人

生
10

0
年

時
代

」
の

生
き

方
に

つ
い

て
、「

健
康

日
本

21
」

な
ど

の
国

の
健

康
づ

く
り

施
策

に
触

れ
な

が
ら

、
生

活
の

質
と

生
活

環
境

の
向

上
に

よ
る

健
康

寿
命

の
延

伸
の

重
要

性
を

説
か

れ
た

。
ま

た
、

子
ど

も
の

健
康

に
つ

い
て

近
年

問
題

に
な

っ
て

い
る

化
学

物
質

の
影

響
の

お
そ

れ
を

指
摘

さ
れ

、
「

エ
コ

チ
ル

調
査

」
と

呼
ば

れ
る

子
供

の
健

康
と

環
境

に
関

す
る

全
国

規
模

の
調

査
を

紹
介

さ
れ

た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
衛
生
学
・
公
衆
衛
生
学
に
つ
い
て
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
し
た
講
義
だ
っ
た
。
予
備
知
識
は
な
か
っ
た
が
、
両
者
の
関
係
や

そ
の
歴
史
な
ど
は
、
と
て
も
興
味
深
い
話
だ
っ
た
。

・
こ
の
講
義
は
内
容
が
生
活
に
役
立
つ
知
識
に
な
る
と
思
っ
て
受
講
し
た
。
身
近
な
話
題
が
多
く
、衛
生
学
・
公
衆
衛
生
学
が
、

私
た
ち
の
健
康
か
ら
会
社
経
営
に
ま
で
幅
広
く
関
わ
る
、
医
学
の
中
で
も
身
近
で
生
活
の
基
本
に
関
わ
る
重
要
な
学
問
だ

と
わ
か
っ
た
。

・
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
大
変
な
勢
い
で
伸
び
て
き

て
、
今
後
10
0
歳
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
現
在
で
も
10
0
歳
以
上
の
人
た
ち
が
、

日
本
に
約
７
万
人
も
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。

・
平
均
寿
命
が
伸
び
た
と
言
っ
て
も
、
健
康
に
生
活

で
き
る
健
康
寿
命
は
、
平
均
寿
命
よ
り
も
何
年
も

短
い
こ
と
を
知
っ
た
。
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

・
子
供
の
健
康
の
話
に
は
と
て
も
興
味
を
持
っ
た
。

子
供
の
発
達
障
害
に
つ
い
て
、
化
学
物
質
の
影
響

の
お
そ
れ
を
指
摘
さ
れ
た
話
は
印
象
に
残
っ
た
。
自
分
も
子
供
を
持
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て

も
っ
と
学
び
た
い
と
思
っ
た
。

　
検
　
証

　
我

々
の

生
活

に
身

近
な

事
柄

を
扱

い
な

が
ら

、
意

識
さ

れ
る

こ
と

が
少

な
く

て
、

馴
染

み
の

薄
か

っ
た

衛
生

学
・

公
衆

衛
生

学
の

世
界

に
触

れ
る

こ
と

で
、

日
々

の
健

康
な

生
活

が
こ

れ
ら

の
学

問
に

よ
っ

て
可

能
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

知
る

こ
と

の
で

き
る

講
義

で
あ

っ
た

。
日

々
の

生
活

が
我

々
の

気
づ

か
な

い
形

で
科

学
研

究
の

営
み

に
支

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
生

徒
た

ち
は

再
認

識
し

た
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

少
子

高
齢

化
社

会
に

お
け

る
健

康
の

問
題

は
生

徒
た

ち
に

も
切

実
な

話
題

で
あ

り
、

特
に

「
人

生
10

0
年

社
会

」
で

の
生

き
方

に
つ

い
て

は
、

生
徒

た
ち

も
そ

れ
ぞ

れ
に

考
え

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。
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４
　
第
４
回
　
Ｓ
Ｓ
出
前
講
義

　
実
施
日

　
平

成
29

年
11

月
21

日
（

火
）

　
演
　
題

　「
炭

酸
塩

鉱
物

の
地

球
化

学
」

　
講
　
師

　
堀

　
真

子
 先

生
（

大
阪

教
育

大
学

）
　
参
加
者

　
1

年
　

26
名

　
内
　
容

　
地

球
化

学
に

つ
い

て
の

概
要

の
ご

説
明

の
の

ち
、

　
　

　
　「

陸
上

炭
酸

塩
（

鍾
乳

石
や

鉱
物

）」
、「

生
物

起
源

炭
酸

塩
（

サ
ン

ゴ
礁

や
有

孔
虫

）」
そ

し
て

、
近

年
研

究
さ

れ
て

い
る

「
温

泉
堆

積
物

」
と

項
目

を
分

け
て

ご
講

義
が

進
み

ま
し

た
。

続
い

て
、地

層
や

化
石

な
ど

に
見

ら
れ

る
縞

模
様

の
研

究
は

「
縞

々
（

し
ま

し
ま

）
学

」
と

も
呼

ば
れ

て
お

り
、

先
生

が
大

好
き

な
縞

々
を

求
め

、
中

国
や

日
本

の
各

地
の

断
層

ス
ポ

ッ
ト

に
行

っ
た

時
の

写
真

を
ス

ラ
イ

ド
で

見
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
様

々
な

鉱
物

を
顕

微
鏡

投
影

装
置

を
使

っ
て

見
せ

て
い

た
だ

き
、

生
徒

達
に

も
「

縞
々

学
」

の
魅

力
が

十
分

に
伝

わ
っ

た
か

と
思

い
ま

す
。

【
生
徒
の
感
想
】

・「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
載
る
ほ
ど
の
研
究
を
さ
れ
た
先
生
の
お
話
が
聞
け
る
な
ん
て
、
大
変
貴
重
な
機
会
に
恵
ま
れ
て
嬉
し
く

思
っ
た
。

・
今
、
存
在
し
て
い
る
も
の
を
調
べ
る
こ
と
で
、
昔
の
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
興
味
深
い
話
だ
っ
た
。
石
や

貝
の
「
縞
々
」
か
ら
昔
の
降
水
量
や
気
温
な
ど
が
わ
か
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

・
講
義
の
始
め
の
方
の
話
は
難
し
か
っ
た
が
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の
話
か
ら
は
自
分
に
も
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
面
白
か
っ
た
。

ま
た
、
生
命
誕
生
の
話
は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。

　
検
　
証

　
先

生
の

こ
の

研
究

は
、

20
17

年
9

月
に

ネ
イ

チ
ャ

ー
（

総
合

学
術

雑
誌

）
に

共
著

の
論

文
が

掲
載

さ
れ

て
お

り
、

担
当

教
諭

か
ら

そ
の

研
究

レ
ベ

ル
の

高
さ

に
つ

い
て

紹
介

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
。

　「
地

球
化

学
と

は
地

球
上

で
起

き
る

様
々

な
現

象
に

対
し

て
ど

の
よ

う
に

変
化

を
し

た
の

か
を

研
究

す
る

学
問

で
す

。
地

球
は

不
可

逆
（

そ
の

状
態

に
変

化
し

た
ら

、
元

の
状

態
に

戻
ら

な
い

こ
と

）
な

変
化

を
し

て
い

ま
す

の
で

、
過

去
に

遡
る

こ
と

で
様

々
な

情
報

を
読

み
解

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。」
と

い
う

先
生

の
お

言
葉

と
研

究
姿

勢
が

、
生

徒
の

「
満

足
度

」
96

％
と

、「
科

学
に

携
わ

る
姿

勢
へ

の
理

解
」

の
10

0％
を

生
み

出
し

た
と

い
え

る
。

−
21
−

５
　
第
５
回
　
Ｓ
Ｓ
出
前
講
義

　
実
施
日

　
平

成
29

年
12

月
14

日
（

木
）

　
演
　
題

　「
人

類
の

到
達

限
界

に
つ

い
て

」
　
講
　
師

　
砂

川
　

英
 先

生
（

JA
X

A
）

　
参
加
者

　
19

4
名

（
1

年
　

19
4

名
）

　
目
　
的

　
宇

宙
に

つ
い

て
物

理
学

の
視

点
で

見
て

い
き

、
宇

宙
に

行
く

方
法

、
ロ

ケ
ッ

ト
の

仕
組

み
に

つ
い

て
知

る
。

　
内
　
容

　
導

入
で

は
、

地
球

と
宇

宙
の

関
係

か
ら

、
宇

宙
に

行
く

方
法

に
つ

い
て

講
義

し
て

い
た

だ
い

た
。

10
0k

m
以

上
の

高
い

と
こ

ろ
に

昇
れ

ば
確

か
に

宇
宙

に
到

達
す

る
が

、
地

球
に

は
重

力
が

あ
っ

て
、

留
ま

る
こ

と
が

で
き

ず
す

ぐ
に

落
ち

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

、
宇

宙
に

留
ま

る
に

は
速

度
が

必
要

に
な

る
。

し
か

も
秒

速
7.9

km
（

時
速

28
,00

0k
m

）
と

い
う

、
と

て
つ

も
な

い
速

度
を

出
さ

な
け

れ
ば

地
球

の
軌

道
に

留
ま

る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

を
お

話
し

て
い

た
だ

い
た

。
続

い
て

、
人

類
が

宇
宙

に
行

く
た

め
の

ロ
ケ

ッ
ト

に
つ

い
て

講
義

し
て

い
た

だ
い

た
。

ロ
ケ

ッ
ト

の
総

重
量

の
8

割
か

ら
9

割
が

燃
料

の
重

さ
だ

と
い

う
こ

と
、

ロ
ケ

ッ
ト

の
仕

組
み

、
各

国
の

ロ
ケ

ッ
ト

開
発

に
対

す
る

取
り

組
み

な
ど

、
ロ

ケ
ッ

ト
と

宇
宙

開
発

の
歴

史
に

つ
い

て
、

ま
た

、
火

星
に

三
人

の
人

間
を

運
ぶ

た
め

の
推

進
力

を
得

る
に

は
、

ど
れ

だ
け

膨
大

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
必

要
な

の
か

を
例

に
、

SF
に

登
場

す
る

核
融

合
や

反
物

質
の

利
用

、
軌

道
上

ま
で

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
建

設
す

る
夢

の
よ

う
な

話
な

ど
も

し
て

い
た

だ
い

た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
人
類
は
土
星
ま
で
し
か
行
け
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
驚
い
た
。

・
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す
時
の
速
度
や
質
量
な
ど
を
求
め
る
の
に
、
現
在
学
習
し
て
い
る
物
理
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
身
近
に
感
じ
、
理
系
科
目
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

・
宇
宙
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
が
、
理
解
す
る
た
め
に
研
究
し
続
け
て
い
く
こ

と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

・
Ｈ
-
Ⅱ
Ａ
、
Ｈ
-
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
た
が
、
Ｈ
－
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
計
画
が
あ

る
こ
と
は
初
め
て
知
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み

に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。

・
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
と
海
外
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
ど
の
よ

う
な
点
で
違
う
の
か
気
に
な
っ
た
。

・
航
空
宇
宙
産
業
に
は
、
も
と
も
と
興
味
は
あ
っ
た
が
、
今
回
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
興
味
が
わ
い
た
。
将
来
、

携
わ
り
た
い
分
野
な
の
で
頑
張
り
た
い
。
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。
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６　第６回　ＳＳ出前講義

　実施日　平成 30 年 1 月 27 日（土）
　演　題　「冬の星空で探る星の一生」
　講　師　松本　桂 先生（大阪教育大学）
　参加者　40 名（1 年　40 名）
　目　的　天文学の講義と天体観測実習を通して、天体現象・宇宙空間への関心を

養う。
　内　容

　松本先生の講義を拝聴した。太陽のエネルギーの源である核融合反応の説明を皮切りに、実際の恒星
も同様のしくみで光を放っていること、核融合する物質がなくなれば星は寿命を迎えること、寿命に近
づいた天体が大きさに応じて超新星爆発を起こしてブラックホールになったり白色矮星になったりする
ことなどを説明していただいた。約 1000 年前の超新星爆発の記録が公家の日記に残されていること、
四散した星間ガスから新しい星が生まれてくることなど、多面的な視点から天体に迫る講義をしていた
だいた。また、国立天文台の宇宙ビューワー Mitaka での映像を交えた説明を受けたことで、宇宙の広
大さを疑似体感できた。
　大阪教育大学天文学研究室の 51cm 天体
望遠鏡を使っての実習では、研究室の大学
院生の指導のもと、月表面のクレーターの
観察や、講義で出てきたオリオン大星雲、
ベテルギウス、シリウスなどの観測を行っ
た。

【生徒の感想】
・星の一生に関する話はとても興味深かった。
ブラックホールの話やいろいろな質問にも
答えてもらい、より興味が深まった。

・ブラックホールや中性子星も含め、恒星やいろいろな天体のことについてさらなる知識を深めることが
でき、大変有意義だったように思う。

・恒星の寿命と核融合反応できる期間は等しいというのはなるほどと思った。星座を構成する恒星は、太
陽と同じようなものというのは驚いた。

・ただ星を見るだけではなくて、星の一生の流れを詳しく知ることができて、さらに興味を持てた。
・星の美しさを知ると同時に、宇宙のすばらしさを知ることができた。宇宙は未知のものが多くて、それ
を解決していくのがとても興味深かった。3D映像での銀河系の映像もとても楽しかった。

・寒かったが、天体観測ではとてもきれいに星が見えた。星座や星について、実際に望遠鏡を覗きながら
教えてもらえたことが印象的だった。今まではあまり空を見ていなかったが、今回の講義を受け、これ
からは空を見て星を楽しもうと思った。

　検　証
　講義前より天文学に対して関心の高い生徒も多くおり、休憩時間や講義後の質疑応答の時間にも積極
的に講師に質問する態度が見られ、より興味を深められたと考えられる。一方で、研修参加後に興味を
持って夜空を見上げるようになったという生徒も少なからずおり、科学的好奇心をはぐくむ一端となっ
た。
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Ⅵ　ＳＳ国内研修

　東京大学研修会と京都大学研修会を除く実習研修を、高校第 2学年生徒を対象に、「SS国内研修」として 6
回（3月予定分を含む）実施した。SS 発展コース選択者を除く高校第 2学年生徒と、補充で募集した第 1学
年生徒を対象に、連携大学・研究機関やネットワークを築いた大学等と、サイエンス交流を行った。この研修は、
長期休業を利用して大学や研究施設を訪ね、日常では体験できない高度な宿泊実験実習を体験し、教員や担
当者とも交流して、科学への関心や理解を高めていく取組で、最大でも 5名の生徒が本校教員 1～ 2 名の引
率のもとで実施する、小規模で密度の高い研修である。6回の研修の参加者総数は 27 名（3月実施分は 5名
の予定）である。
　少人数のため、アンケートは実施していないが、小規模の宿泊研修は、全員が「大学院生や担当の先生ま
たは担当者と身近に接することができ、サイエンスへの興味と探究心が鍛えられた。」と答えている。すでに、
研修先の大学への進学を希望する生徒も現れてきており、特定のジャンルに興味や研究心を抱いている生徒
にとっては、かけがえのない学習効果をもたらす研修であると評価している。

１

八重山諸島のサンゴの現状と未来研修 7月 14 日（金）～ 7月 18 日（火） 参加生徒 6名

　環境省石垣島自然保護官事務所で講義を受講し、日本が世界に誇る石西礁湖のサンゴ礁の現
状と未来について学習し、小浜島でその実際を観察する。

２

コウノトリとの共生研修 8月 1日（火）～ 8月 4日（金） 参加生徒 4名

　膨大な時間をかけたコウノトリの野生復帰と、人とコウノトリの共生を目指す兵庫県豊岡市
を訪れ、そのノウハウを学ぶとともに、事業に携わってきた方々と一緒に宿泊し、その思いを
語っていただく。

３

環境指標計測研修 8月 1日（火）～ 8月 3日（木） 参加生徒 5名

　海水や泥を採取し、化学計測によって海水の基礎的なパラメーターを測定するとともに、生
物に対する有害影響を計測し、汚染の程度を評価する。

４

海洋学（魚類と海底探査から食品まで）
　　　　　　　　　　まるごと研修 8月 1日（火）～ 8月 3日（木） 参加生徒 4名

　我が国は「海洋国家」である。海洋を「環境」「生物」「食品」「海底」といった多様な切り
口から眺め、「海」を総合的に理解する。

５

電気電子情報工学実習研修 8月 3日（木）～ 8月 5日（土） 参加生徒 3名

　大阪大学大学院で、電気エネルギーの発生、変換、伝送、貯蔵技術について体験・学習する。

６

植物育種をまるごと研修 3月 15 日（木）～ 17 日（土） 参加生徒 4名（予定）

　植物の品種改良の基礎になる植物遺伝育種講義と実際に多様な植物を使った実習を行う。ガー
デニングやフラワーアレンジメントの基礎も実習する。

７ 東京大学研修会 8月 28 日（月）～ 29 日（火） 参加生徒 57 名

８ 京都大学研修会 12 月 14 日（木） 参加生徒 90 名



−27−

−
23
−

１
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
研
修

　
実
施
日

　
平

成
29

（
20

17
）

年
8

月
1

日
（

火
）

～
4

日
（

金
）　

3
泊

4
日

　
場
　
所

　
兵

庫
県

豊
岡

市
　
講
　
師

　
佐

竹
　

節
夫

 先
生

（
豊

岡
市

N
PO

法
人

コ
ウ

ノ
ト

リ
湿

地
ネ

ッ
ト

 代
表

）
　

　
　

　
　

井
上

　
浩

二
 先

生
（

豊
岡

市
コ

ウ
ノ

ト
リ

共
生

課
主

査
）

　
　

　
　

　
江

﨑
　

保
男

 先
生

（
兵

庫
県

立
大

学
大

学
院

地
域

資
源

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

科
研

究
科

長
）

　
　

　
　

　
豊

岡
市

役
所

・
田

結
地

区
・

森
津

地
区

・
他

の
皆

さ
ん

　
参
加
者

　
高

校
2

年
生

　
4

名
　

金
川

　
塁

、
久

保
　

敦
暉

、
篠

原
　

つ
ば

さ
、

中
村

　
美

南
　
目
　
的

　
コ

ウ
ノ

ト
リ

の
野

生
復

帰
と

と
も

に
、

人
と

コ
ウ

ノ
ト

リ
の

共
生

を
目

指
す

兵
県

豊
岡

市
を

訪
れ

、
そ

の
思

い
と

実
践

を
学

ぶ
。

　
引
率
教
員

　
原

　
孝

博
（

理
科

）　
吉

田
　

淳
一

（
数

学
科

）
　
内
　
容
＜
1
日
目
＞

　
・

コ
ウ

ノ
ト

リ
の

郷
公

園
に

て
、

飼
育

下
の

コ
ウ

ノ
ト

リ
を

見
学

し
、

豊
岡

市
の

取
り

組
み

の
説

明
を

受
け

た
。

　
・

ハ
チ

ゴ
ロ

ウ
の

戸
島

湿
地

で
は

、
コ

ウ
ノ

ト
リ

が
生

育
で

き
る

環
境

の
再

生
に

つ
い

て
の

講
義

を
受

け
た

。
明

日
の

　
　

魚
類

調
査

の
た

め
に

定
置

網
を

仕
掛

け
た

。
＜
2
日
目
＞

　
・

ハ
チ

ゴ
ロ

ウ
の

戸
島

湿
地

に
て

、
魚

類
の

調
査

を
行

っ
た

。
コ

ウ
ノ

ト
リ

の
個

体
識

別
の

仕
方

を
学

び
、

豊
岡

市
内

　
　

各
地

で
実

践
し

た
。

　
・

コ
ウ

ノ
ト

リ
育

む
農

法
実

践
農

家
の

方
か

ら
農

法
の

話
を

聞
い

た
。

　
・

兵
庫

県
立

大
学

院
で

地
域

資
源

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

の
講

義
を

受
　

　
け

た
。

＜
3
日
目
＞

　
・

午
前

は
、

田
結

地
区

の
放

棄
田

を
湿

地
に

し
て

い
る

所
を

下
見

し
た

。
　

　
シ

カ
の

食
害

な
ど

も
観

察
。

午
後

は
、

湿
地

再
生

の
お

手
伝

い
を

し
た

。
　

・
夜

は
、

地
区

の
役

員
の

方
々

か
ら

地
区

の
お

話
を

聞
い

た
。

＜
4
日
目
＞

　
・

早
朝

、
山

陰
海

岸
ジ

オ
パ

ー
ク

を
見

学
し

た
。

　
・

ハ
チ

ゴ
ロ

ウ
の

戸
島

湿
地

に
て

、
生

徒
ひ

と
り

ひ
と

り
が

ま
と

め
の

発
表

を
し

た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
湿
地
改
良
を
行
い
、
少
し
手
を
加
え
る
だ
け
で
、
生
態
系
が
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

・
普
段
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
周
り
の
自
然
環
境
に
、
も
う
少
し
気
を
配
っ
て
み
て
も
い
い
か
な
、
と
思
っ
た
。

　
検
　
証

　
コ

ウ
ノ

ト
リ

の
野

生
復

帰
だ

け
を

目
的

と
し

て
い

る
の

で
は

な
く

、
人

間
と

ど
う

共
生

し
て

い
く

の
か

の
と

い
う

視
点

で
あ

る
こ

と
を

学
ん

だ
。

地
域

の
農

業
、

経
済

、
治

水
な

ど
と

関
係

し
な

が
ら

、
コ

ウ
ノ

ト
リ

と
の

共
生

の
実

践
が

豊
岡

で
ど

の
よ

う
に

広
が

り
、

ど
う

い
う

問
題

に
直

面
し

て
い

る
の

か
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
そ

の
実

践
の

ほ
ん

の
わ

ず
か

で
は

あ
る

が
、

実
際

に
体

験
で

き
充

実
し

た
研

修
だ

っ
た

。

−
24
−

２
　
八
重
山
諸
島
の
サ
ン
ゴ
の
現
状
と
未
来
研
修

　
実
施
日

　
平

成
29

年
7

月
14

日
（

金
）

～
7

月
18

日
（

火
）　

4
泊

5
日

　
場
　
所

　
沖

縄
県

八
重

山
郡

竹
富

町
　
講
　
師

　
前

田
　

博
 先

生
（

㈱
シ

ー
テ

ク
ニ

コ
　

代
表

取
締

役
）

　
　

　
　

　
塚

本
　

康
太

 先
生

（
環

境
省

石
垣

自
然

保
護

官
事

務
所

　
自

然
保

護
官

）
　

　
　

　
　

干
川

　
明

 先
生

　
参
加
者

　
高

校
2

年
生

　
6

名
：

米
山

　
み

の
り

、
中

村
　

美
南

、
勢

力
　

瞭
、

久
保

　
敦

暉
、

長
野

　
健

太
、

吉
田

　
展

康
　
目
　
的

　
石

西
礁

湖
の

サ
ン

ゴ
礁

の
現

状
と

未
来

を
学

習
し

、
そ

の
実

際
の

状
況

を
観

察
す

る
。

観
察

の
た

め
の

潜
水

実
習

も
　

　
　

　
必

修
と

す
る

。
　
内
　
容
＜
1
日
目
＞

　
午

前
、

移
動

（
関

西
空

港
～

石
垣

島
空

港
～

石
垣

島
）

　
午

後
、

塚
本

先
生

に
よ

る
講

義
「

石
西

礁
湖

の
自

然
再

生
の

取
り

組
み

」
　

　
　

　
サ

ン
ゴ

養
殖

実
習

（
八

重
山

漁
協

サ
ン

ゴ
養

殖
セ

ン
タ

ー
、

小
林

先
生

）
　

夕
方

、
移

動
（

石
垣

島
～

小
浜

島
）

　
夜

、
前

田
先

生
に

よ
る

講
話

「
世

界
一

周
航

海
講

話
」

＜
2
日
目
＞

　
午

前
、

ダ
イ

ビ
ン

グ
学

科
講

習
　

午
後

、
ダ

イ
ビ

ン
グ

実
技

講
習

＜
3
日
目
＞

　
午

前
、

ダ
イ

ビ
ン

グ
学

科
講

習
、

学
科

試
験

　
午

後
、

ダ
イ

ビ
ン

グ
実

技
講

習
、

サ
ン

ゴ
礁

観
察

実
習

＜
4
日
目
＞

　
午

前
・

午
後

、
ダ

イ
ビ

ン
グ

実
技

講
習

、
サ

ン
ゴ

礁
観

察
実

習
　

夜
、

干
川

先
生

に
よ

る
講

話
（

サ
ン

ゴ
礁

減
少

の
原

因
、

赤
土

流
出

防
止

対
策

に
つ

い
て

）
＜
5
日
目
＞

　
午

前
、

シ
ュ

ノ
ー

ケ
リ

ン
グ

、
サ

ン
ゴ

の
状

況
の

観
察

　
午

後
、

移
動

（
小

浜
島

～
石

垣
島

)
　

夕
方

、
移

動
・

解
散

（
石

垣
島

空
港

～
那

覇
空

港
～

関
西

空
港

）
【
生
徒
の
感
想
】

・
サ
ン
ゴ
の
問
題
の
深
刻
さ
を
現
地
に
き
て
感
じ
た
。
自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
サ
ン
ゴ
の
状
態
は
悪
化
し
て
い
た
。

・
サ
ン
ゴ
に
は
だ
い
ぶ
藻
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
に
暮
ら
す
魚
に
自
然
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
た
。

・
色
と
り
ど
り
の
魚
や
サ
ン
ゴ
の
世
界
に
圧
倒
さ
れ
た
。
と
同
時
に
、
大
規
模
白
化
の
後
で
こ
れ
な
ら
、
元
は
ど
れ
ほ
ど
素

晴
ら
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

・
サ
ン
ゴ
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
。
サ
ン
ゴ
が
死
ん
で
し
ま
う
原
因
の
中
に
は
、
人
間
の
手
で
今
す
ぐ
に
で
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
そ
う
な
こ
と
や
全
世
界
で
解
決
す
べ
き
温
暖
化
の
問
題
も
あ
る
。
身
の
回
り
で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
を
地
道
に

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
き
れ
い
な
サ
ン
ゴ
礁
や
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
に
も
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
っ
と
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
周
り
に
も
話
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
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３
　
環
境
指
標
計
測
研
修

　
実
施
日

　
平

成
29

年
8

月
1

日
（

火
）

～
8

月
3

日
（

木
）

2
泊

3
日

　
場
　
所

　
神

戸
大

学
海

事
科

学
部

　
講
　
師

　
海

事
環

境
研

究
室

　
助

教
　

浅
岡

　
聡

 先
生

　
参
加
者

　
高

校
2

年
生

5
名

（
井

上
　

麻
由

、
大

西
　

健
太

郎
、

川
口

　
綾

音
、

平
野

　
萌

、
富

永
　

愛
美

）
　
目
　
的

　
化

学
分

析
に

よ
っ

て
環

境
水

の
成

分
を

測
る

こ
と

を
テ

ー
マ

に
、

生
徒

が
日

頃
採

取
し

て
き

た
里

山
の

樹
幹

流
や

林
内

雨
・

林
外

雨
な

ど
の

成
分

分
析

を
行

う
と

と
も

に
、

実
験

計
画

、
実

験
手

法
、

考
察

の
方

法
を

学
び

、
課

題
研

究
に

活
か

す
。

　
内
　
容

　
1

日
目

は
、

イ
オ

ン
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

の
原

理
と

濃
度

測
定

の
手

順
の

説
明

を
受

け
、

ま
ず

は
陽

イ
オ

ン
の

定
量

実
験

か
ら

開
始

し
た

。
機

器
の

操
作

を
は

じ
め

標
準

溶
液

の
調

整
、

サ
ン

プ
ル

の
準

備
、

機
器

へ
の

装
填

へ
と

、
生

徒
に

と
っ

て
未

経
験

の
作

業
が

続
き

、
そ

の
後

、
有

機
物

濃
度

の
定

量
を

行
う

と
共

に
、

最
後

に
陽

イ
オ

ン
の

検
量

線
の

作
成

と
そ

の
評

価
を

行
っ

た
。

　
2

日
目

は
、

前
日

に
行

っ
た

陽
イ

オ
ン

定
量

の
結

果
か

ら
、

濃
す

ぎ
る

試
料

に
つ

い
て

、
希

釈
を

し
て

再
分

析
を

行
う

こ
と

か
ら

開
始

し
た

。
そ

の
後

、
マ

リ
ン

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

講
座

の
勝

井
辰

博
先

生
か

ら
海

事
科

学
部

に
つ

い
て

の
説

明
と

様
々

な
船

舶
に

つ
い

て
の

ご
講

義
を

拝
聴

し
、

船
舶

の
種

類
を

は
じ

め
と

し
て

輸
送

効
率

や
推

進
効

率
な

ど
に

つ
い

て
興

味
深

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
実

際
に

船
舶

実
習

で
使

わ
れ

る
船

「
深

江
丸

」
の

見
学

も
行

っ
た

。
研

究
室

に
戻

っ
て

か
ら

は
、

イ
オ

ン
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

に
よ

る
陰

イ
オ

ン
の

定
量

実
験

に
取

り
か

か
っ

た
。

こ
の

後
、

浅
岡

先
生

の
研

究
室

を
見

学
さ

せ
て

頂
き

、
先

生
ご

自
身

の
研

究
テ

ー
マ

や
日

頃
取

り
組

ん
で

お
ら

れ
る

研
究

に
つ

い
て

学
ば

せ
て

頂
い

た
。

最
後

は
、

陽
イ

オ
ン

濃
度

の
分

析
結

果
と

有
機

物
濃

度
測

定
の

結
果

を
表

計
算

ソ
フ

ト
で

整
理

し
、

有
機

物
濃

度
の

グ
ラ

フ
を

描
い

た
。

　
3

日
目

は
、

陰
イ

オ
ン

の
検

量
線

作
成

と
陰

イ
オ

ン
の

分
析

結
果

の
デ

ー
タ

を
表

計
算

ソ
フ

ト
で

整
理

す
る

こ
と

か
ら

始
め

、
里

山
に

掘
っ

た
井

戸
の

試
料

水
中

の
リ

ン
酸

濃
度

を
モ

リ
ブ

デ
ン

ブ
ル

ー
法

で
分

析
し

た
。

最
後

に
、

全
体

の
ま

と
め

と
今

後
の

課
題

を
確

認
し

て
、

３
日

間
の

研
修

は
無

事
に

終
了

し
た

。
【
生
徒
の
感
想
】

・
一
番
感
じ
た
の
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
発
想
力
と
根
気
強
さ
が
要
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
丸
一
日
か
か
る
実
験
を
根
気
強

く
そ
の
結
果
が
出
る
ま
で
待
つ
こ
と
の
で
き
る
力
が
要
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
。

・
研
究
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
理
系
の
道
に
進
み
た
い
な
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
が
要
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
。

・
問
題
解
決
力
と
発
想
力
が
要
る
と
感
じ
た
。
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
大
変
だ
っ
た
。

・
ピ
ペ
ッ
ト
を
用
い
た
地
道
な
作
業
は
大
学
の
研
究
室
に
入
る
と
で
き
る
こ
と
と
し
て
想
像
し
て
い
た
の
で
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。

・
浅
岡
先
生
は
私
た
ち
に
し
っ
か
り
と
考
え
て
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
よ
う
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
普
段
の
授
業
は
、

ほ
と
ん
ど
座
っ
て
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
頭
を
使
い
ま
し
た
。

・
自
分
の
学
び
た
い
学
問
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
か
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
と
交
流
で
き
る
大
学
の
素
晴
ら
し
さ

も
味
わ
え
た
の
で
、
早
く
大
学
生
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
層
強
く
な
っ
た
。

　
検
　
証

　
普

段
の

授
業

等
で

は
扱

う
こ

と
の

で
き

な
い

高
度

な
分

析
法

や
実

際
の

機
器

の
操

作
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
、

化
学

分
析

に
対

す
る

興
味

・
関

心
が

大
い

に
深

ま
る

研
修

で
あ

っ
た

。
ま

た
環

境
指

標
を

テ
ー

マ
と

す
る

課
題

研
究

チ
ー

ム
に

と
っ

て
重

要
な

位
置

づ
け

と
も

な
る

本
研

修
は

、
課

題
研

究
で

採
取

し
て

き
た

実
際

の
サ

ン
プ

ル
水

を
分

析
さ

せ
て

頂
け

る
大

変
貴

重
な

も
の

で
あ

り
、

そ
の

結
果

を
通

し
て

生
徒

達
は

多
く

を
学

び
、

多
く

の
課

題
を

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
、

大
変

有
意

義
な

研
修

で
あ

っ
た

。
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４
　
海
洋
学
（
魚
類
と
海
底
探
査
か
ら
食
品
ま
で
）
ま
る
ご
と
研
修

　
実
施
日

　
8

月
1

日
（

火
）

～
8

月
3

日
（

木
）（

2
泊

3
日

）
　
場
　
所

　
東

京
海

洋
大

学
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

お
よ

び
葛

西
臨

海
水

族
園

　
講
　
師

　
東

京
海

洋
大

学
　

河
野

 博
 先

生
他

　
宿
泊
先

　
品

川
プ

リ
ン

ス
ホ

テ
ル

　
参
加
者

　
高

校
2

年
生

　
4

名
　

岩
崎

　
瑛

太
郎

、
土

田
　

秀
、

久
保

　
紀

洋
子

、
澤

田
　

萌
々

　
付
添
教
員

　
1

名
　
内
　
容

　
初

日
の

午
前

は
、

葛
西

臨
海

水
族

園
を

見
学

し
ま

し
た

。
ゆ

っ
く

り
見

学
で

き
た

こ
と

も
あ

り
、

じ
っ

く
り

魚
の

説
明

、
魚

の
採

取
や

展
示

方
法

の
説

明
を

見
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
深

海
魚

の
飼

育
方

法
は

特
に

興
味

深
か

っ
た

で
す

。
　

初
日

の
夕

方
か

ら
、

高
大

連
携

公
開

講
座

「
海

の
科

学
」

を
受

講
し

ま
し

た
。

ま
ず

は
、

荒
川

久
幸

先
生

の
『

海
洋

の
光

環
境

』
で

す
。

な
ぜ

、
海

は
青

い
の

か
。

海
が

濁
る

の
は

ど
う

い
う

こ
と

か
。

な
ど

、
わ

か
り

や
す

い
テ

ー
マ

を
専

門
的

な
こ

と
を

交
え

、
丁

寧
に

教
え

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
　

2
日

目
の

午
前

は
、

河
野

博
先

生
か

ら
透

明
標

本
を

用
い

た
『

魚
類

学
実

習
』

と
い

う
講

義
を

受
講

し
ま

し
た

。
透

明
標

本
か

ら
実

際
に

軟
骨

や
硬

骨
の

観
察

を
し

、
そ

こ
か

ら
魚

類
が

稚
魚

か
ら

成
魚

に
な

る
過

程
を

学
び

ま
し

た
。

ま
た

、
コ

ノ
シ

ロ
の

透
明

標
本

の
腹

部
を

解
剖

し
、

食
物

連
鎖

の
過

程
も

学
び

ま
し

た
。

河
野

先
生

の
面

白
く

ユ
ニ

ー
ク

な
講

義
、

透
明

標
本

を
実

際
に

用
い

た
実

習
、

研
究

室
の

学
生

さ
ん

か
ら

も
丁

寧
に

ご
指

導
い

た
だ

き
と

て
も

有
意

義
な

時
間

を
過

ご
す

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
　

そ
の

後
、

東
京

海
洋

大
学

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
参

加
し

ま
し

た
。

食
品

の
冷

凍
技

術
に

つ
い

て
の

研
究

や
フ

グ
の

毒
に

つ
い

て
の

研
究

な
ど

大
学

生
の

方
た

ち
か

ら
教

え
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ど
の

大
学

生
の

方
も

自
分

の
研

究
に

誇
り

を
持

ち
、

楽
し

そ
う

に
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

る
点

が
印

象
に

残
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

点
が

今
後

の
私

た
ち

に
非

常
に

生
か

せ
そ

う
で

す
。

ま
た

、
こ

の
機

会
に

東
京

海
洋

大
学

内
の

「
鯨

ギ
ャ

ラ
リ

ー
」「

水
産

資
料

館
」

を
見

学
し

ま
し

た
。

特
に

マ
ッ

コ
ウ

ク
ジ

ラ
の

骨
格

標
本

の
大

き
さ

や
迫

力
に

圧
倒

さ
れ

ま
し

た
。

　
2

日
目

の
夕

方
、

3
日

目
に

は
羽

曽
部

正
豪

先
生

の
『

個
体

生
物

学
の

学
習

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

』、
谷

和
夫

先
生

の
『

海
底

の
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
開

発
』、

大
島

敏
明

先
生

の
『

食
品

の
高

付
付

加
価

値
化

へ
の

取
り

組
み

』、
藤

本
浩

一
先

生
の

『
素

潜
り

の
歴

史
と

発
展

』
と

い
う

講
義

を
受

講
し

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

ど
の

研
究

も
「

海
洋

学
」

と
い

う
1

つ
の

テ
ー

マ
に

基
づ

い
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

海
洋

学
の

幅
広

さ
に

驚
き

ま
し

た
。

ま
た

、
海

洋
学

は
実

は
私

た
ち

の
生

活
に

深
く

関
わ

っ
て

い
る

こ
と

も
知

り
ま

し
た

。
　

ど
の

先
生

も
自

分
の

研
究

に
自

信
と

誇
り

を
持

っ
て

い
る

点
、ま

た
、1

つ
の

研
究

に
た

く
さ

ん
の

人
が

関
わ

っ
て

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

人
の

意
見

を
取

り
入

れ
研

究
に

生
か

す
点

を
学

び
ま

し
た

。
人

と
人

の
つ

な
が

り
の

大
切

さ
を

改
め

て
実

感
で

き
た

と
思

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
貴

重
な

機
会

を
く

だ
さ

っ
た

東
京

海
洋

大
学

の
先

生
方

や
ご

指
導

し
て

下
さ

っ
た

大
学

生
の

方
に

は
心

か
ら

感
謝

し
て

い
ま

す
。

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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５　電気電子情報工学実習研修

　実施日　平成 29 年 8 月 3 日（木）～ 8 月 5 日（土）　2 泊 3 日
　場　所　大阪大学
　講　師　伊瀬　敏史 先生、三浦　友史 先生、井渕　貴章 先生、劉　佳 先生
　　　　　（大阪大学工学研究科　電気電子情報工学専攻）
　参加者　高校 2 年生 1 名　中村　昂央生、高校１年生２名　垂野　圭佑、中川　裕斗
　目　的　電気エネルギーの発生、変換、利用技術について体験・学習する。
　内　容

＜第1日目＞
　太陽光電池の発電特性について井渕貴章先生から講義を受け、さらに実際に太陽光パネルを使い
ながら実験も行いました。そのための配線なども自分たちで考え、はんだ付けも体験しました。曇っ
たり晴れたりしていたので、うまくデータは取れませんでしたが、日照量、パネルの温度によって
発電能力に違いがあることがわかりました。午後からは引き続き井渕先生による「パワーエレクト
ロニクスについて」の講義を受講しました。難しい講義内容でしたが、生徒も必死に食らいついて
いました。

＜第2日目＞
　午前は三浦友史先生から Chopper の役割について学びました。午後は引き続き三浦先生のご指導
の下、Chopper のはたらき、MPPT 制御の効果を調べる実験をしました。実際にパソコンを使わせ
ていただきながら回路をつくり、シミュレーションを行っていく中で、理解を深めたようでした。
先生は休憩中でもいろいろな質問に丁寧に答えてくださり、パワーエレクトニクスだけでなく、超
伝導などについても教わりました。

＜第3日目＞
　伊瀬敏史先生、劉佳先生のご指導の下、模擬実験装置による太陽光発電装置の動作実験を行いま
した。実際に回路をつなぐお手伝いをし、太陽光で最大の電力を得るポイントはどこなのかという
ことを探る実験は、まさに 3 日間の勉強の集大成となるものでした。午後は伊瀬敏史先生から、電
気の現状や今後についての総合的な講義をいただき、3 日間の研修を終えました。

　検　証
　この 3 日間、たくさんの大学の先生や大学院生が丁寧に指導してくださいました。難しい内容もあり
ましたが、実験などを通して理解を深め、作業もやり通すことができました。電気の仕組みや重要性、
今後の課題などを深く考察したことは有意義なことだったと思います。また、実際に大学の研究室に入
ることで、「大学」とはどういう場所なのかということについても見識を得ることができ、生徒たちにとっ
て非常に貴重な経験となりました。

6　植物育種をまるごと研修（予報）

　実施日　平成 30 年 3 月 15 日 ( 木 ) ～ 3 月 17 日 ( 土 )　2 泊 3 日
　場　所　大阪府立花の文化園
　参加者　高校 1、2 年生　数名
　目　的　植物の品種改良の基礎になる植物遺伝育種講義と、実際に多様な植物を使って育種実習を行う。ガー

デニングやフラワーアレンジメントの基礎と展示実習も行う。
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Ⅶ　科学系部活動等の充実の取組

　仮　説　現在、活動を支援している科学系クラブには「科学部」と「天文部」があるが、加えて平成 24 年
度に創設した「SS 研究チーム」（昨年度チーム員 13 名、本年度 22 名）の課題研究をより深めよう
と希望する生徒、科学オリンピックや各種コンテストなどへの挑戦を考える生徒、自分の研究課題
をもち活動する生徒など、部活動の枠を超えた探求活動を進めることで、生徒全体のサイエンスへ
の探究心向上させることができる。

　実　践　SS 研究チームには本年度「放射線」・「生物」・「地下探査」・「環境指標」の 4 グループがあり、下記
の活動を精力的にこなした。特に、本年度はどのグループも科学系学会での発表を重視し、大学・研
究機関の科学者から指導助言をいただき、交流を深めて自分たちの研究の質の向上を図ることにに力
を注いだ。本年度は、同チームから「日本地質学会全国大会　高校生ポスター発表　優秀賞」生徒が
出たことも特筆に値する。

SS発展コース・SS研究チーム・科学部・矢田の丘里山支援チーム活動の記録

No.

生徒区分

日　程 内　容・結果等

Ｓ
Ｓ
発
展
コ
ー
ス

Ｓ
Ｓ
研
究
チ
ー
ム

科
学
部
・
他
生
徒

里
山
支
援
チ
ー
ム

1 ○ ○ ○ ○ 5 月 6 日（土） エンシュウムヨウラン個体群動態調査

2 ○ ○ ○ ○ 6 月 3 日（土） コクラン、イチヤクソウ個体群調査

3 ○ ○ ○ ○ 6 月 17 日（土） 校内ホタル調査観察会（保護者を含む）

4 ○ 6 月 18 日（日） 物理オリンピック県予選（2 名参加）

5 ○ ○ 6 月 20 日（火） 高校 1 年生田植え

6 ○ ○ 6 月 25 日（日） 市田塾主催学校見学会　化学実験教室（60 名）

7 ○ ○ ○ 7 月 1 日（土） 奈良植物研究会との連携協議

8 ○ ○ 7 月 2 日（日） 京都市男女共同参画センター　化学実験教室

9 ○ 7 月 9 日（日） 実験教室　於京都市男女共同参画センター

10 ○ 7 月 9 日（日） 里山支援チームによる学校見学会里山教室　開催（160 名）
　　　　　　　　　　　　　同　科学教室　開催（160 名）

11 ○ ○ 7 月 16 日（日） 生物オリンピック県予選（1 名参加）

12 ○ ○ 7 月 16 日（日） 学校説明会里山教室 2 開催（75 名）

13 ○ 7 月 17 日（月） 化学オリンピック県予選（4 名参加）

14 ○ 7 月 24 日（月）～ 26 日（木） 量子科学技術研究開発機構　国際ワークショップ
（Joshikai）

15 ○ ○ 7 月 29 日（土） 第 1 回　中学校 1 年生環境研修

16 ○ ○ 7 月 29 日（土） 里山支援チームによる第１回奈良学塾開催（60 名）

17 ○ 7 月 30 日（日） 里山支援チームによる学校見学会里山教室 3 開催（70 名）

18 ○ ○ 7 月 30 日（日） 能開センター主催学校見学会 化学実験教室（70 名）

19 ○ ○ 8 月 1 日（火）～ 3 日（木） 「サイエンススクェア 2017」に実験出展（国立科学博物館）

20 ○ 8 月 4 日（金） 実験教室　於奈良市登美ヶ丘公民館

21 ○ ○ 8 月 8 日（火）～ 10 日（木） SSH 全国生徒研究発表会参加並びに見学会の実施
ポスター発表（神戸国際展示場）

22 ○ 8 月 11 日（金） 京大サマースクール（京都大吉田キャンパス）

23 ○ ○ 8 月 16 日（水）～ 18 日（金） 福島県立福島高校との研究交流・福島市内調査（福島市内）

24 ○ ○ ○ ○ 8 月 21 日（月） サギソウ観察会 1



−31−

　検　証　SS 研究チームの構成員数が安定してきてており、対外活動の件数も 45 件となり、「矢田の丘里山
支援チーム」や卒業生研究者との連携も進み、教育課程外 SSH 活動の中心的組織として成長してき
ている。

25 ○ ○ ○ ○ 8 月 24 日（木） サギソウ観察会 2（個体群動態調査）

26 ○ ○ ○ 8 月 24 日（木） 京都府立大学サギソウ DNA 調査

27 ○ ○ 8 月 25 日（金） 奈良県私学フェア　ポスター発表（やまと郡山城ホール）

28 ○ ○ 8 月 26 日（土） 日本進化学会全国大会高校生ポスター発表
（京都大、奨励賞受賞）

29 ○ 9 月 10 日（日） 文化祭での里山教室開催

30 ○ 9 月 17 日（日） 日本地質学会全国大会高校生ポスター発表（ポスター審査）
（愛媛大、台風中止、ポスター審査、優秀賞受賞）

31 ○ ○ 9 月 23 日（土） 京大への架け橋（京都大学、地下探査研究発表）

32 ○ ○ 10 月 15 日（日） 奈良県歯と口腔の健康フェスティバル（奈良県歯科医師会主催）
実験出展

33 ○ ○ ○ 10 月 21 日（土） サギソウ結果数調査会

34 ○ ○ 10 月 22 日（日） 京都府山城教育局主催やましろサイエンスフェスティバル
実験出展

35 ○ ○ ○ 10 月 28 日（土） まほろばけいはんな SSH フェスティバル参加発表

36 ○ ○ 11 月 19 日（日） 青少年のための科学の祭典 2017 奈良大会
｢チョコレートの科学｣ の化学実験出展（奈良教育大学）

37 ○ 12 月 16 日（土）～ 21 日（木） SSH ベトナム海外研修派遣

38 ○ 12 月 25 日（月） 日本化学会・高等学校中学校化学研究発表会　口頭発表
（大阪科学技術センター）

39 ○ 1 月 8 日（月） 数学オリンピック県予選（5 名参加）

40 ○ ○ 2 月 2 日（金） 第 2 回中学校 1 年生　環境研修

41 ○ ○ 2 月 7 日（水） 理科課題研究学年発表会

42 ○ ○ ○ 2 月 17 日（土） 本校 SSH 研究発表会でプレゼンテーション参加

43 ○ 2 月 24 日（土） 第 2 回奈良学塾 地域交流事業「小学生科学教室」参加

44 ○ ○ 3 月 11 日（日） 奈良 SSH フェスティバル（西大和学園高校主催）

45 ○ ○ 3 月 17 日（土） 京都大学サイエンスフェスティバル 2017
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Ⅷ　奈良学園中学校との連携の取組

　本校では、9年前より中学校第 1学年を対象に、学校林と校内諸施設を使い、年 2回の環境研修を実施し
ており、4年前より、SSHの卒業生による生徒支援組織である「矢田の丘里山支援チーム」とともに、高校
第 2学年 SS 発展コース生徒がTAとして参加し、将来の科学技術系人材の基礎となる、環境保全に対する
素養を中学生に伝えることで、自らの学びを深め、コミュニケーション能力を磨いている。
　「矢田の丘里山支援チーム」を組織することで、本校に入学前の幼少期は支援チームが主催する「奈良学塾」
に参加し、中学・高校の多感な時期を本校の自然環境の中で学習し、卒業後は支援チームの活動に参画する
という、成長に合わせて環境保全学習を体系的に完結させる、「持続可能な循環型の人的支援システム」の構
築に力を注いでいる。

第１回環境研修　環境修復

第１回環境研修　水と棚田

第2回環境研修
ソーラーパネル併用風力発電装置見学

第１回環境研修　水の流れ

第１回環境研修　里山の営み

第2回環境研修　シイタケ植菌
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＜テーマ２＞グローバルな人材育成プロジェクト
Ⅰ　学校設定科目「Science English」

　1　学校設定科目
　第 1 学年で、学校設定科目「Science English（1 単位、総合的な学習の時間代替科目）」を必修とする。「教
科の枠を超えた横断的・総合的な学習、探究的な学習を行う」という学習指導要領のポイントに基づき、
国際的資質の育成のための基礎科目とする。高等学校入学間もない時期からの初期指導の一環として、
英語によるサイエンス入門講座を設けることで、外国語科と理科の統合を目指し、生徒の科学的好奇心
と興味を引き出す。科目の担当は、英語科担当教員とＡＬＴ、並びに理科担当教員とする。

　2　研究開発の概要
　主に英語発表の機会をつくることで、英語プレゼンテーション能力を身につけるよう進めた。自己紹
介、『日本の魅力を世界に発信』について、英語で発表をさせた。発表後、ネイティブ ALT との英語で
の質疑応答があり、英語でコミュニケーションする素地も作った。
　『Reading ADVENTURE 3』という自然科学のテーマを扱う All English 教材を使用しながら、科学の
内容を英語で読む・聞く・書く・話すという 4 技能の向上を図れるよう進めた。

　3　仮説（ねらい、目標）
・生徒はベトナム海外研修にむけた英語課題研究プレゼンテーションや英語論文作成の素地を作ることが

できる。
・生徒は現代科学的テーマに触れることで、科学的観点から英語能力を育てることができる。
・生徒は自分の意見を簡単な英語でまとめる力を育成することができる。

　4　検　証
　①生徒の反応

　既得英語の文法知識、単語力をフルに総動員させ、それらを自己表現のためにアウトプットすること
の楽しさを感じ、意欲的に取り組む生徒が多かった。
　テキストを用いた学習では、読み進めていく内に、テキスト内容の面白さもあり、科学分野への関心
を広げていった。

　②得られた成果
　実際発表が始まると、堂々と英語で発表する生徒が多く見受けられたことはとても驚いた。中にはユー
モアを入れたりして、聞く側の心をとらえて離さない生徒の姿があり、インプット型授業では気付かな
い生徒の英語に対しての興味関心が見受けられた。
　科学に関する英文を読むことで、それらに関する語彙を学習できただけではなく、科学的分野の課題
について考え、理解する訓練ができた。

　③今後の課題
　日本人英語教諭と ALT の 2 名で授業を担当したが、1 クラスあたり 40 名前後を対象に行うため、一
人一人に同程度の発話を促すことが難しかった。これは昨年と同様の課題である。
　昨年に引き続き、生徒による発信型と科学を結び付けた科目を目指して Science English を実施した。
それは高校 2 年生時のベトナム海外研修を意識してのことであったが、これまでの Science English 指
導経験から、生徒たちが英語で科学に触れる機会をもっと充実させなければならないと考える。

　5　研究の対象とシラバス
　①対象生徒　　本校高校１年生　5 学級　194 名
　②使用教材　Reading ADVENTURE 3（NATIONAL GEOGRAPHIC LEARNING / CENGAGE Learning）
　③日程・内容
期　間 英語発表（テーマ） 教材（unit） 教材（テーマ）
1 学期 自己紹介 Unit 1 Hiding from Danger
2 学期 日本の魅力を世界に発信 Unit 3 A Earth’s Beginning
3 学期 日本の魅力を世界に発信（完成編） Unit 3 B Deep Sea Vent
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　Ⅱ　学校設定科目「SS演習（SSHベトナム海外研修）」

　１　仮　説
（1）本校と国立ハノイ工科大学間の、両国初の高大連携サイエンス交流事業を継続する。
　　①　生徒は、現地教員や大学生と英語による交流を通じて、英語の重要性を理解できる。
　　②　生徒は、プレゼンテーションや研究者との交流を通して、将来の科学技術系人材に必要な語学力
　　　や国際的資質を養うことができる。
（2）本校と私立グエンシュ高校との間で、サイエンス交流事業を行う。
　　①　同年代のアジアの高校生との交流を通じて、サイエンスへの興味・関心を高めることができる。
　　②　英語を通して、国際的資質を養うことができる。
　　③　異文化理解の一環として、アジア地域の学校生活の様子を知ることができる。
（3）ホアビン省のタンラック郡ナムソン村において、「ベトナム環境研修」を実施する。
　　①　米を主食とする両国の、農村生活の共通性を理解することができる。
　　②　生物の多様性保全の必要性を理解することができる。
　　③　多くの国際的科学技術支援により、復興を遂げているベトナムの環境政策や農業の実体を知るこ
　　　とができる。
　　④　徹底的持続可能循環型農村生活から、環境保全に対する知見を深めることができる。
（4）タイビン省ホン（紅）河河口域でのマングローブ調査を実施する。
　　①　熱帯・亜熱帯域の河口に広がるマングローブ林の生態系内での役割を理解し、世界各国の協力で
　　　実現した再生の現状を知ることができる。
　　②　河口域の産業利用の様子を見学し、その課題と問題点を理解することができる。
　　③　本校のベトナム継続研究の基礎となる、河口域での水質調査のデータを収集する。この調査で、
　　　生徒自らが能動的に科学的な視点からの考察を行うことができる。
（5）ドゥンラム村にて村の巡検、家屋調査、地質測定、魚類測定と同定、昆虫観察をする。
　　①　村の町並みを見、地域空間論から見た村の建物配置と構造を理解することができる。
　　②　家屋調査と周辺の池と田畑の生物調査から村の人々の生活様式を知ることができる。
（6）ベトナム教育訓練省を表敬訪問する。
　　①　政府職員との懇談を通して、日本とベトナムとの関係などを知ることができる。
　　②　本校生の国際的な資質の向上と、交流使節としての自覚を醸成することができる。
（7）ベトナム民族学博物館で学習する。
　　①　ナムソン村集落の建物配置の特徴と意味を学習し、東アジア圏に残る、徹底した持続可能な循環
　　　型里山生活と自然環境の特徴を理解することができる。
（8）事前研修
　　①　学校設定科目「SS 演習」の授業で、担当英語科・理科教員指導の下、サイエンス交流での課題
　　　研究プレゼンテーションの準備
　　②　 7 月 10 日（月）　大阪府立大学大学院生命環境科学研究科　北宅　善昭 教授
　　　　　　　　　　　　東南アジアのマングローブ林に関する研修
　　③　 9 月 27 日（水）　生物科教員　水質検査と里山実習
　　④　10 月 4 日（水）　大阪大学文学部　桃木　至朗 教授　ベトナム文化研修
　　⑤　10 月 25 日（水）　生物科教員　東南アジアの環境と生物多様性保全事前研修
　　⑥　11 月 1 日（水）　和歌山大学システム工学部　養父　志乃夫 教授
　　　　　　　　　　　　東南アジア里地里山環境学研修
　　⑦　11 月 11 日（土）　金沢大学新学術創成研究機構　谷川　竜一 助教
　　　　　　　　　　　　ベトナムドゥンラム村研修と建築測定の実習
　　⑧　11 月 30 日（木）　地歴科教員　「アジアとベトナム」
　　⑨　12 月 5 日（火）　生物科教員　昆虫採集と魚類計測
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２　行　　程
　実施期間　平成 29 年 12 月 16 日（土）～平成 29 年 12 月 21 日（木）（5 泊 6 日）
　参加人数　①　引率教員 4 名（教諭　澄川　冬彦、中山　淳一、梅岡　千恵、加藤　美智子）
　　　　　　　　同行講師 1 名（金沢大学新学術創成研究機構　谷川　竜一 助教）
　　　　　　②　参加生徒　高校 2 年 SS 発展コース生徒 12 名（男子 5 名、女子 7 名）

３　詳　　細
＜１日目＞12月16日（土）
　10：30　関西国際空港発
　14：30　ハノイノイバイ空港着（現地時間）
　15：30　ハノイ民俗学博物館で、17 日（日）に訪れるナムソン村のムオン族の文化についての学習を、
　　　　　交流先のグエンシュ高校のバディ生徒 12 名とともに実施。

＜２日目＞12月17日（日）
　「ホアビン省タンラック郡ナムソン村にて環境研修」
　場　所　ホアビン省タンラック郡ナムソン村
　講　師　ホアビン省タンラック郡ナムソン村の皆さん
　　　　　伊能　まゆ　先生（NPO 法人 Seed to Table　理事長）、現地大学生 2 名
　参加者　高校 2 年 SS 発展コース生徒 12 名、教員 5 名
　内　容
　１．村落全体が循環型の構造になっている点に注目。山に入って植物や昆虫の観察・採集や、棚田の様子
　　　も見学。採集した植物の利用方法を学んだ。
　２．小川と水田の水、および市販の飲料水について水質調査を実施した。
　３．集落の方々と昼食をとりながら異文化交流を行った。
【生徒の感想】
・植物、家畜糞など、一切むだなものはないことを知り、自給自足の生活の知恵に驚いた。
・英語はつうじなかったが、お互いに伝え合うことができた時は達成感があった。
・高校生の自分たちの訪問を歓迎してくれた地域全体の暖かさにとても感謝している。

　検　証
　自然と共存する生活を実地で見聞することができた。また、英語が通じない場面があること、それで
も十分に気持ちが通じ合えるということを学んだ。
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＜3日目＞12月18日（月）
　「私立グエンシュ高等学校とのサイエンス交流」
　目　的　ベトナムの私立グエンシュ高等学校と、サイエンス交流及び文化交流。本校生徒の英語による理科
　　　　　研究プレゼンテーションを行い、英語プレゼンテーション能力の習得と向上を図る。
　場　所　私立グエンシュ高等学校
　講　師　私立グエンシュ高等学校教員のみなさん
　参加者　高校 2 年 SS 発展コース生徒 12 名、私立グエンシュ高等学校の生徒たち。
　引率教員　加藤　美智子（理科）、中山　淳一（外国語科）、梅岡　千恵（外国語科）
　内　容　グエンシュ高等学校による歓迎・交流式後、本校生徒が４班に分かれ、それぞれの理科課題研究に
　　　　　ついて英語プレゼンテーションを行った後、グエンシュの生徒達と交流を行った。高校生の英会話
　　　　　授業に参加した。放課後、グエンシュ高校生徒や教職員の方々との夕食会で、さらに交流を深めた。
【生徒の感想】
・プレゼンテーションは練習してきたが、今までの練習よりも落ち着いてできて良かった。
・ベトナムの高校の実際の様子がわかって、良かった。

　検　証
　英語プレゼンテーションは本番での発表がこれまでで一番落ち着いてできた。母語の違いを英語に
よって乗り越えて意思疎通を図ることができ、英語の重要性に気づいた。

＜4日目＞12月19日（火）
①「国立ハノイ工科大学とのサイエンス交流」
　場　所　国立ハノイ工科大学
　講　師　Dr. Nghiem Trung Dzung 先生　　　　　  　「ハノイ工科大学での研修と研究の紹介」
　　　　　Dr. Ms. Nguyen Thuy Nhung Chung 先生　　「ベトナムの動植物について」
　　　　　Ms. HOANG THANH YEN 先生　　　　　　「ハノイの文化財・遺跡について」
　　　　　コーディネーター：ハノイ工科大学前学長　　Dr. Hoang Xuan Lan 
　参加者　高校 2 年 SS 発展コース生徒 7 名、国立ハノイ工科大学の学生たち
　引率教員　中山　淳一（外国語科）、梅岡　千恵（外国語科）、谷川　竜一（金沢大学助教）
　内　容　Lan 学長の歓迎挨拶後、3 人の大学の先生の講義を英語で聴講後、本校生徒が 4 班に分かれ、理科
　　　　　課題研究に関するプレゼンテーションを英語で行った。また、昼食を取りながら、教授陣や大学
　　　　　生たちとの交流を行った。
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②「教育訓練省表敬訪問」
　　　午後に教育訓練省を表敬訪問した。ベトナム教育訓練省では、係官の Nguyen Hoi Nam 氏に対応して
　　いただき、ベトナムの教育環境の状況を学んだ。

　検　証
　ハノイ工科大では、生徒の興味を引く講義を英語で受けた。また、生徒のプレゼンテーションにも積
極的に質問をしてくださって、良いサイエンス交流ができた。教育訓練省表敬訪問では係員の Nam 氏
の話を聞いた後、生徒達は素朴な疑問を英語で質問することができた。

③「タイビン省ホン河河口調査研修」
　場　所　タイビン省ホン河河口、周辺の養殖場
　参加者　高校 2 年 SS 発展コース生徒 5 名
　引率教員　澄川　冬彦（理科）、加藤　美智子（理科）
　内　容

　ホン河河口域に広がるマングローブ林の中に入り、植物の種類の同定や観察を行った。また、養殖場
の見学、水質検査、養殖されている魚の計測を行った。

　検　証
　ベトナムデルタ地帯の広大さを実感することができた。この広いマングローブ林が壊滅してしまい、
又再生してきたことを学び、人間の力の恐ろしさを知ることができた。
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＜5日目＞12月20日（水）
　「ハノイ市ドゥンラム村研修」
　目　的　異なる民族・異なる環境ごとに合理的な建物の空間配置、生活様式があることを知る。
　場　所　ドゥンラム村中心部、ドゥンラム村ハイさん宅
　講　師　同行講師　谷川　竜一（金沢大学　助教）
　参加者　高校 2年 SS 発展コース生徒 12 名
　引率教員　澄川　冬彦（理科）、加藤　美智子（理科）、中山　淳一（外国語科）、
　　　　　梅岡　千恵（外国語科）
　内　容

　世界遺産への登録を目指している同村を実際に歩いて回り、村の建物配置と構造を学習。また、村の
中にある建物の家屋調査を行い、同時に周辺の池と田畑の生物調査も行った。

【生徒の感想】
・世界遺産登録を目指すだけあり、とても趣のある町並みが魅力的な村だった。
・実際家屋に入らせていただき、そこに住む人々の実際の生活を身近で見ることができた。

　検　証
　村の人の家屋に実際入らせて頂き、対話する中で、自分たちの価値観を大切に守りながら、生活して
いる姿が家屋調査の中で具現化されていることを知った。
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＜テーマ3＞　科学教育に関するネットワークプロジェクト
Ⅰ　大学・研究機関等とのネットワークの構築と活用

　仮　説
　現在まで、本校と大学や研究機関等との間で構築してきたネットワークをさらに活用するため、
本校がハブとなった新しい科学教育ネットワークを構築する。この新しいネットワークを利用す
ることで、生徒の学外サイエンス学習やＳＳ国内研修・理科課題研究など、様々な SSH 事業での
連携・支援を効率的に進めることができる。
　また、本校の環境保全学習をサポートし、卒業生のネットワークを拡げることを目的に、卒業
生により平成 20 年に設立された、SSH の OB 組織である「矢田の丘里山支援チーム」は大学 1 年
生から大学院生まで約 70 名の会員を擁する組織に成長した。このチーム会員が所属する大学の研
究室や教員・NGO・地域 NPO ともネットワークを構築することで、より大きな、新しい科学教育ネッ
トワークを構築することができる。

　構　築

　検　証
　SSH の第 1 期で構築した大学や研究機関等とのネットワーク数は、20 大学・10 研究機関・4 行政機関・
4 企業・8NPO（NGO）法人に及ぶ。

連携大学・研究機関・
行政・企業等

東京大学
京都大学
大阪大学
神戸大学
大阪教育大学
和歌山大学
岡山大学
奈良先端科学技術大学院大学
奈良女子大学
京都府立医科大学
京都府立大学
大阪府立大学
奈良県立医科大学
近畿大学
天理大学
水産大学校
ハノイ工科大学
ハノイ大学外国語学部
環境省石垣島自然保護官事務所
国立科学博物館
海洋研究開発機構 JAMSTEC
関西光科学研究所
大阪府環境農林水産総合研究所
大阪府立花の文化園
奈良県橿原考古学研究所
鹿島建設 ( 株 )
奈良県農林部森林整備課
奈良県県土マネジメント部河川課

（株）シー・テクニコ
ＮＧＯ Seed to Table
地域 NPO　　　　　　など

矢田の丘里山支援チーム
所属大学院・大学（32 大学）

京都大学
大阪大学
神戸大学
東京海洋大学
大阪教育大学
奈良教育大学
和歌山大学
三重大学
岡山大学
広島大学
福井大学
鳥取大学
島根大学
奈良女子大学
国際教養大学
名古屋市立大学
大阪府立大学
兵庫県立大学
奈良県立医科大学
大阪市立大学
慶応大学
早稲田大学
麻布大学
大阪歯科大学
大阪薬科大学
近畿大学
同志社大学
京都薬科大学
京都女子大学
立命館大学
兵庫医科大学
関西学院大学　　　　　　など

本

　
　
　校
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た
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Ⅱ　地域交流事業「奈良学塾」

1　第 1回奈良学塾

　実施日　平成 29 年７月 29 日（土）
　講　師　和歌山大学システム工学部　養父　志乃夫 教授
　参加者　20 組の小学生とその保護者 60 名
　目　的　校地の里山で昆虫採集を行い、昆虫の名前と特徴を確認しながら自然の大切さを感じてもらう。
　内　容　奈良県が取り組む「奈良県　山の日・川の日」にちなむイベントの一環として実施している。

　本校の卒業生で組織する「矢田の丘里山支援チーム」や本校科学部生物班の生徒による TA（ティー
チングアシスタント）と一緒に、昆虫採集に出かけた。
　里山の中で、子どもたちは、本校に生息する動植物の話を聞いたり、観察したり、網を手に虫を
追いかけ、たくさんの昆虫を採集することができた。タマムシの羽根の色は長く衰えず、法隆寺宝
物「玉虫厨子」にも使われている話に、保護者の皆さんからも「宝物を見つけた感じですね」と声
があがった。
　教室では、養父志乃夫先生や TA から、採集した昆虫の名前を教えていただいた。今回採集され
た昆虫は、チョウの仲間、トンボの仲間のオニヤンマ、オオシオカラトンボ、甲虫の仲間のミヤマ
クワガタ、バッタの仲間など、約 40 種にも上った。
　子どもたちは終わってからも、トンボなどを見つけては虫取り網で追いかけながら「来年も絶対
に来ような」と、このイベントで出来た友達同士で話したりするなど、校内での昆虫採集を満喫し
たようである。

2　第 2回奈良学塾

　実施日　平成 30 年２月 24 日（土）
　場　所　本校　サイエンス館　第 1 化学室
　講　師　工藤　博幸（本校教諭）
　参加者　20 組の小学生とその保護者 60 名
　目　的　身近な材料を使って、子ども達に身近な菓子やチョコレートに隠された科学を実験を通して発見し、

科学を応用したものづくりの素晴らしさを体感する。
　内　容　クラシエフーズの ｢ねるねるねるね｣、各メーカーのチョコレート、これら 2 つを題材に親子で実

験体験をしてもらう。｢ねるねるねるね｣ では高校化学で学習する弱酸遊離が菓子を膨らませる原理
に使われていること、また、チョコレートではココアバターというカカオ豆由来の油脂による結晶
化が他の油脂の凝固時と全く物性的に異なることが板チョコのパリッと硬く、トロリと融ける相反
する性質につながっていることを学んでもらう。
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Ⅲ　ＳＳＨ通信「らしんばん」

3 4

1 2



−42−

第4章　関係資料
Ⅰ　平成29年度　第１回　SSH運営指導委員会　議事録

開催日時　平成29年７月 29日（土）13時 00分～ 15時 00分　於本校第３応接室

　出席運営委員並びに本校関係職員
　　運営指導委員
　　　京都大学大学院地球環境学堂　　　　　　　　　　教　授　柴田　昌三
　　　和歌山大学システム工学部環境システム学科　　　教　授　養父志乃夫
　　　大阪教育大学教員養成課程　　　　　　　　　　　教　授　廣木　義久
　　　京都大学大学院工学研究科　　　　　　　　　　　准教授　後藤　忠徳　
　　　大阪教育大学教員養成課程　　　　　　　　　　　准教授　深澤　優子

　　本校職員
　　　校長、高校教頭、中学教頭、事務長、入試広報部長、SSH部長、SSH副部長

1　開会　

2　校長あいさつ

3　運営指導委員長の委嘱

4　協議
　（1）　本年度再申請結果について
　（2）　次年度再申請の骨子
　（3）　協議
　（4）　事業全体について、各委員よりご提言

　協議・提言概要
　①　本年度「経過措置1年校」との結果について
　　結果報告を行い、文科省からの指導内容、並びにヒアリングの概要を振り返りながら問題点を整理した。

　②　次年度「実践型再申請」に向けた協議・提言
　・現行の教育課程表では、学校設定科目の名称を一見しただけでは課題研究をどの科目内で行っている
　　のかが伝わらない。また、物理・生物と化学でその扱いが異なるように見える。課題研究を教育課程
　　表に明白に位置づける必要がある。
　・「物理基礎」と「生物基礎」の内容が、実際には「SS 基礎」内に含まれるものの、現行の教育課程表
　　ではそのことが伝わらない。
　・課題研究の過去の実施数が物理・化学・生物・地学等、ほぼ均等であるにも関わらず、現行の記載で
　　は偏りがあるように受け取られてしまう。受賞歴や発表会への参加実績を物理・化学・生物・地学別
　　に示し直す必要がある。
　・SSH事業における環境に関する取り組みが、生物としてではなく、物理・化学・生物・地学等、科学
　　全般に及ぶものであることがわかるように記載する必要がある。また、その他の取り組みについても、
　　物理・化学・生物・地学等にバランス良く及んでいることがわかるように記載する必要がある。「環境
　　研修」を「環境科学研修」や「サイエンス研修」に改める等の案を頂いた。
　・次年度については重点枠は外す方向で進める。ベトナムサイエンス研修が重点枠にもまたがると焦点
　　がぼやけてしまうなどの恐れがあるため。
　・評価の観点は細かく示されているが、観点ごとにその具体的評価方法を示す必要がある。特に課題研
　　究に対してはルーブリックとパフォーマンス評価を併せて行うと良いのではとの案を頂いた。
　・「高大連携」というキーワードを「科学的国際連携」に改めてはとの案も頂いた。

５　諸連絡
　次回の運営指導委員会は平成 30 年 2 月 17 日（土）

６　閉会
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Ⅱ　平成29年度　第２回　ＳＳＨ運営指導委員会　議事録

開催日時　平成30年 2月 17日（土）13時 30分～ 15時 30分　於なら100年会館　2F会議室

　出席運営委員並びに本校関係職員
　　運営指導委員
　　　京都大学大学院地球環境学堂　　　　　　　　　　教　授　柴田　昌三
　　　和歌山大学システム工学部環境システム学科　　　教　授　養父志乃夫
　　　大阪教育大学教員養成課程　　　　　　　　　　　教　授　廣木　義久
　　　大阪教育大学教員養成課程　　　　　　　　　　　准教授　深澤　優子

　　本校職員
　　　校長、高校教頭、中学教頭、事務長、入試広報部長、SSH部長、SSH副部長

1　開会

2　校長あいさつ　

3　協議　（1）本年度会計報告（事務長）　　　（2）次年度第二期 SSH申請報告（校長）
　　　　　（3）質疑応答　　　　　　　　　　（4）次年度 SSH全国生徒研究発表会出場チームの選定
　　　　　（5）各委員よりご提言
報告・協議・提言
　（1）本年度会計報告　　　　　　　　学校予算を含む形で、ほぼ例年通りの SSH事業を実施できた。
　（2）次年度第二期 SSH申請報告　　これまでの課題を受けた改善点を確認し合った。
　　【主な改善点】
　　　・高等学校での生徒課題研究を「SS課題研究」と名付け、現行の「中学校卒業論文」を「SS課題研究ジュ
　　　　ニア」に位置付け、高等学校では文系・SSH（理）系を問わず、生徒全員が SS 課題研究を行う。
　　　　特に文系では、統計的手法を用いた研究を行わせる。
　　　・SS発展コースに「グローバルユニット」と「サイエンスユニット」を設ける。
　　　・環境科学学習において、京都大学が提唱する「森里海の連環学習」を導入する。
　　　・高 2からの課題研究を充実させるため、高 1で「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」の 3つの
　　　　内容を扱うと共に、課題研究の基本スキルを学ばせるため、新たに学校設定科目（「SS 物理基礎」
　　　　「SS化学基礎」「SS 生物基礎」）を導入し、ここで「SS課題研究基礎プログラム」を実施する。
　　　・課題研究において、3種のルーブリックとポートフォリオ、並びにパフォーマンス課題からなる
　　　　スパイラル効果を用いたパフォーマンス評価を開発導入する。
　　【提言等】
　　　・奈良県は海を有しない県ではあるが、だからこそ見えてくる森里海の連環学習の視点を探り、そ
　　　　れを強みに推進すればよい。
　　　・ベトナムサイエンス研修では、事前学習において我が国の文化や農業の実態をより深く学ばせる
　　　　と共に、現地で食事をしたり町並みを見ることにも、文化的視点、科学的視点を持たせ、サイエ
　　　　ンス研修であることをより一層強化すべきである。
　　　・新しく導入する評価方法には、効率化の工夫が必要。
　　　・英語論文作成能力よりもまず「英語でのディスカッション能力」の養成に重きを置く方が良い。

４　諸連絡
　次回の運営指導委員会は 7月 28 日（土）

５　閉会
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Ⅲ　学校法人奈良学園　奈良学園高等学校　平成27年度入学生　　SSH教育課程表（3年生）
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Ⅲ　学校法人奈良学園　奈良学園高等学校　平成28年度入学生　　SSH教育課程表（2年生）
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Ⅲ　学校法人奈良学園　奈良学園高等学校　平成29年度入学生　　SSH教育課程表（1年生）
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Ⅳ　平成29年度　生徒SSHアンケート結果　（高校第1学年生徒）

　実施日　平成 30 年 3 月
　対象者　高校第 1 学年　回答生徒数　186 名

　　1　2年生での類型選択　　　　　　　　　　　　　2　高校２年生への期待

　　3　SSH事業は、あなたが文理等の選択を考える時に、参考になったか

　　4　SSH事業の 1年間の評価

　　5　改良を加えながら、SSH事業を後輩達に継続していくことは、科学への興味関心や好奇心を育てる
　　ことにつながるか

　　6　2年生でのSSH事業の取組について、現在の期待度
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Ⅴ　第２学年　課題研究・ＳＳ研究チーム　研究テーマ一覧

課題研究（※印　優秀研究）

＜	物	理	分	野	＞　⃝印班長
　１　ペットボトルロケットにおける水と飛距離の関係

B組 1 番　　岩本　浩弥　　　　B組 2 番　　上森　智裕　　　⃝B組 6 番　　柏井　廉太朗
※２　地下水脈を求めて
⃝C組 6 番　　大橋　祐輝　　　　C組 12 番　　佐藤　若葉　　　　C組 15 番　　篠原　つばさ
C組 19 番　　恒吉　優里奈　　　C組 24 番　　西川　啓将　　　　C組 31 番　　宮田　朋尚
B組 24 番　　波多野　友香　　　C組 30 番　　丸山　果恋

　３　フレミングの左手の法則の応用実験
B組 4 番　　大内　拓人　　　　B組 5 番　　大澤　史博　　　　B組 15 番　　新藤　源大
B組 23 番　　中村　協太　　　　B組 30 番　　松本　紘輝　　　⃝B組 31 番　　松吉　康仁
B組 32 番　　三木　彰真

　４　ペットボトルの共鳴
⃝B組 10 番　　楠原　里奈　　　　B組 21 番　　中尾　友子　　　　B組 22 番　　中谷　風薫
B組 34 番　　本岡　綾音

　５　炭電池
⃝D組 4 番　　太田　　智　　　　B組 7 番　　神谷　瑞貴　　　　C組 17 番　　高原　佳房
C組 34 番　　鷲尾　隆磨

　６　静荷重に対する立体構造の強度
D組 2 番　　井置　裕翔　　　　D組 21 番　　鳥潟　隆宗　　　⃝D組 23 番　　中村　謙佑
D組 24 番　　中村　昂央生

※７　光とカビ
E組 17 番　　高尾　　綾　　　　E組 30 番　　山岡　美穂　　　⃝E組 38 番　　綿谷　一恵

　８　塩分濃度の差を利用した卵の選別方法
E組 1 番　　石田　裕貴　　　　E組 13 番　　志内　　歩　　　　E組 14 番　　島田　大輝
E組 16 番　　杉本　一輝　　　⃝E組 24 番　　日枝　幹登　　　　E組 35 番　　吉田　展康

※９　ゲルマニウムラジオの研究
E組 8 番　　黒田　空冶　　　⃝E組 9 番　　小牧　拓倫　　　　E組 18 番　　髙橋　尚希
E組 19 番　　竹内　滉哉

＜	化	学	分	野	＞　⃝印班長
　１　様々な材料で作るｐＨ試験紙
⃝B組 11 番　　久保　紀洋子　　　B組 13 番　　米田　真菜　　　　C組 14 番　　澤田　萌々
C組 25 番　　　西村　夏樹

　２　発泡ポリスチレンの溶解と再生
B組 18 番　　勢力　　瞭　　　　B組 20 番　　田中　友喜　　　⃝B組 27 番　　馬路　倫太朗
B組 29 番　　増田　翔哉　　　　C組 29 番　　松井　太誠

　３　血行がよくなる入浴剤
C組 8 番　　尾崎　文香　　　⃝C組 13 番　　里見　春香　　　　C組 16 番　　志水　怜奈
C組 20 番　　鳥居　加奈子　　　C組 21 番　　中谷　日菜　　　　C組 27 番　　福井　詩織
D組 40 番　　山村　詩織

　４　花火における炎色反応
D組 6 番　　熊谷　　陸　　　　D組 8 番　　菰渕　　諒　　　　D組 9 番　　阪口　凌啓
D組 12 番　　杉田　大和　　　⃝D組 28 番　　信岡　拓実　　　　D組 35 番　　森田　航生

　５　起電力の法則
D組 10 番　　笹田　和希　　　⃝D組 11 番　　塩田　倫平　　　　D組 14 番　　高野　樹輝

　６　ゾルからキセロゲルをつくる
D組 25 番　　西岡　風人　　　　D組 30 番　　本田　晋一朗　　⃝D組 31 番　　正岡　　充
D組 34 番　　宮本　陸人　　　　D組 36 番　　森田　翔太郎
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※７　快適な制汗剤を作る
D組 13 番　　高木　優佳　　　　D組 18 番　　戸井　沙紀　　　　　D組 19 番　　戸上　清佳
D組 20 番　　富永　愛美　　　　D組 22 番　　中川　　慈　　　　　D組 26 番　　野崎　　想
D組 29 番　　延原　令奈　　　⃝D組 33 番　　美登路　彩音

　８　飲み物の腐敗
E組 3 番　　岩田　　樹　　　　E組 25 番　　平沼　亮佑　　　　⃝E組 28 番　　三浦　早翔
E組 29 番　　三谷　　憩　　　　E組 33 番　　山本　侑也

　９　野菜から紙は作れるのか
E組 15 番　　杉野　陽祐　　　　E組 21 番　　仲川　　優　　　　　E組 22 番　　長野　健太

⃝E組 27 番　　前川　侑司
　10　木が雨に与える影響について

C組 3 番　　井上　麻由　　　　C組 4 番　　大西　健太郎　　　　C組 10 番　　亀井　彩夏　
⃝C組 11 番　　川口　綾音　　　　C組 26 番　　平野　　萌　　　　　D組 32 番　　丸山　雅之　
D組 38 番　　安井　雅統　　　　D組 39 番　　山邊　直輝

＜	生	物	分	野	＞　⃝印班長
　１　密閉空間内での自然環境の再現

B組 9 番　　桐田　陽介　　　　B組 8 番　　河原　潤也　　　　　B組 16 番　　杉原　昴紀
⃝C組 32 番　　森　　悠貴　　　　D組 27 番　　埜田　傑留　　　　　D組 37 番　　森本　尚希

　２　カロリーゼロを目指して
B組 3 番　　内本　美幸　　　　B組 12 番　　小林　史佳　　　　　B組 14 番　　重政　侑希
B組 17 番　　杉村　綾香　　　　B組 26 番　　藤田　結衣　　　　　B組 33 番　　宮下　実羽

⃝D組 5 番　　大西　美佑　　　　D組 15 番　　竹村　奈々子
　３　乳酸発酵について
⃝E組 5 番　　岡田　拓也　　　　E組 20 番　　富永　雄貴　　　　　E組 31 番　　山嵜　　瞭

※４　矢田丘陵の水生半翅類と甲虫類
B組 19 番　　竹花　　隼　　　　B組 25 番　　花岡　大誓　　　　　B組 28 番　　増田　絃樹

⃝C組 2 番　　井藤　竜大　　　　C組 7 番　　大原　夏輝　　　　　C組 9 番　　落合　琉斗
C組 18 番　　宅間　聖将　　　　D組 1 番　　尼子　　工

　５　大和川の二次支川芦川の淡水魚類相
E組 4 番　　大山　裕貴　　　　E組 6 番　　金川　　塁　　　　⃝E組 7 番　　久保　敦暉
E組 34 番　　吉田　　歩

　６　身体と心の関係−感情の変化と自律神経−
⃝E組 11 番　　近藤　　瞳　　　　E組 12 番　　更谷　帆香　　　　　E組 32 番　　山田　あかり

※７　校内に自生する希少ラン科植物２種の生態学的研究
C組 1 番　　赤根　まりあ　　　C組 5 番　　大橋　悠加　　　　　C組 22 番　　中南　優香
C組 23 番　　中村　美南　　　⃝C組 28 番　　前田　悠貴　　　　　C組 33 番　　吉田　夏樹

＜	数	学	分	野	＞　⃝印班長
　１　不等式とその系統

D組 3 番　　石黒　ひかる　　　D組 9 番　　久留島　駿矢　　　　D組 16 番　　玉置　伸啓
⃝D組 27 番　　土田　　秀

　２　関数と虚数について～小数次関数～
E組 2 番　　乾　　翔太　　　　E組 10 番　　紺谷　祥大　　　　　E組 23 番　　中村　優志
E組 26 番　　船越　優汰　　　　E組 36 番　　吉村　　武　　　　⃝E組 37 番　　鷲尾　慎平

　ＳＳ研究チーム
※放射線グループ
　　福島市内における非除染地区で見られたこの６年間の線量率低減の状況比較

　高橋　一斗（高 2）　⃝桝屋　義融（高 2）　　安井雅統（高 2）
　田中　雄飛（高 1）　　福山　大輔（高 1）
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Ⅵ　表彰・発表の記録（平成２３年度～）

＜物理分野　受賞歴＞
　（1）平成 29 年度
　　　日本地質学会第 124 回学術大会　高校生ポスター発表　優秀賞受賞

＜化学分野　受賞歴＞
　（1）平成 24 年度
　　① 13th Workshop on Environmental Radioactivity KEK,Tsukuba,Japan  口頭発表
　　　優秀学生発表賞受賞
　　②第 29 回高等学校中学校化学研究発表会（日本化学会近畿支部主催）口頭発表
　　　奨励賞受賞
　（2）平成 25 年度
　　　第 2 回ハイスクール放射線サマークラス学校対抗プレゼンテーション 口頭発表
　　　最優秀賞受賞
　（3）平成 26 年度
　　　第 31 回高等学校中学校化学研究発表会（日本化学会近畿支部主催）口頭発表
　　　奨励賞受賞　
　（4）平成 27 年度
　　　第 4 回ハイスクール放射線サマークラス学校対抗プレゼンテーション 口頭発表
　　　審査員特別賞受賞
　（5）平成 28 年度
　　①第 5 回ハイスクール放射線サマークラス学校対抗プレゼンテーション 口頭発表
　　　審査員特別賞受賞
　　②第 33 回高等学校中学校化学研究発表会（日本化学会近畿支部主催）口頭発表
　　　奨励賞受賞

＜生物分野　受賞歴＞
　（1）平成 23 年度
　　①（財）日本生態系協会主催　全国学校・園庭ビオトープコンクール 2011
　　　上位 5 賞　国土交通大臣賞受賞
　　②奈良県環境フェア　小中学校取組発表会  環境教育賞受賞
　（2）平成 24 年度
　　①第 83 回日本動物学会岡山大会　高校生ポスター発表会　優秀賞受賞
　　②奈良県環境フェア　小中学校取組発表会　環境教育賞受賞
　（3）平成 25 年度
　　　第 84 回日本動物学会宮城大会　高校生ポスター発表会　優秀賞受賞
　（4）平成 26 年度
　　①第 16 回（2014 年）日本水大賞委員会主催　日本水大賞　審査部会特別賞受賞
　　②第 85 回日本動物学会新潟大会　高校生ポスター発表会　優秀賞受賞
　（5）平成 27 年度
　　①第 86 回日本動物学会新潟大会　高校生ポスター発表会　優秀賞受賞
　　②（公財）日本生態系協会主催　全国学校・園庭ビオトープコンクール 2015
　　　上位 5 賞　ドイツ大使館賞受賞
　（6）平成 28 年度
　　　第 80 回日本植物学会沖縄大会　高校生ポスター発表会　優秀賞受賞
　（7）平成 29 年度
　　①（公財）日本生態系協会主催　全国学校・園庭ビオトープコンクール 2017
　　　金賞受賞
　　②日本進化学会第 19 回大会　高校生ポスター発表会　奨励賞受賞
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